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茂呂 奈
な な ほ

々帆さん

●南中学校３年

夢を叶えるために

　私は将来、人を支える職業に就きたいと考えてきました。

　私は中学の２年間を生徒会本部役員として活動してきました。笑顔のあふれる

より良い学校を目指し、尊重し合い、団結し、問題点を話し合うことで、さまざ

まな目標を達成してきました。そして、人と人とのつながりが何よりも大事であ

り、そのような多くのつながりが生まれる学校という場の大切さを学びました。

　今の私の夢は教師になることです。そのためにもこれからたくさんのことを経

験し、学び、自分自身を磨く努力をしていきたいと思います。

今回の表紙  「佐野市制１０周年記念式典」１０月１１日（土）佐野市文化会館

　１０月１１日、佐野市制１０周年記念式典が文化会館で開催され、市関係者や来賓

など約１，２００人が出席し、節目の年を祝いました。　

　式典の中、市歌斉唱の際には、佐野ブランドキャラクター「さのまる」が見事な指揮

を披露しました。

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

落
ち
葉
が
風
に
舞
う
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
月
11
日
に
は
、
佐
野
市
制
10
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
賓

の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
典
の
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
下

彦
間
郷
土
民
芸
保
存
会
」に
よ
る
お
囃
子
、「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
ー
ル
」に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
し
た
佐
野
ブ

ラ
ン
ド
大
使「
ダ
イ
ア
モ
ン
ド　

ユ
カ
イ
」さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
や
、
本
市
の

親
善
都
市
・
彦
根
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
か
ら
の
花
束
贈
呈
が
あ

り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
式
典
の
中
で
、
昨
年
度
、
没

後
百
年
を
記
念
し
制
定
い
た
し
ま
し
た
田
中
正
造
記
念
賞
の
表
彰
式
を
行
い
、

市
内
外
の
４
団
体
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
の
６
日
間
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
を「
佐
野
市
訪
米
団
」が
訪
問
い

た
し
ま
す
。
ラ
ン
カ
ス
タ
ー
市
と
は
毎
年
中
学
生
の
交
流
事
業
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
招

致
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
姉
妹
都
市
締
結
20
周
年
の
節
目
の
年

で
も
あ
り
、
私
も「
さ
の
ま
る
」と
共
に
初
め
て
参
加
い
た
し
ま
す
。
ラ
ン
カ
ス

タ
ー
市
長
を
表
敬
訪
問
す
る
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
栃
木
県
人
会
な
ど
を
訪

問
し
、
友
好
親
善
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

秋
は
芸
術
の
季
節
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今
月
１
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
、
吉

澤
記
念
美
術
館
に
お
い
て
、
解
体
修
理
が
終
了
し
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
取
り
戻

し
た「
伊
藤
若
冲
」の《
菜
蟲
譜
》（
国
の
重
要
文
化
財
）
が
、
前
半
部
分
、
後
半
部

分
で
期
間
を
分
け
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
今
月
１
日
か
ら
23
日
ま
で
、
佐
野

厄
よ
け
大
師
境
内
で
は
、
昭
和
４
年
か
ら
続
く
伝
統
あ
る「
関
東
菊
花
競
技
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
色
と
り
ど
り
の
見
事
な
菊
が
境
内
に
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
皆
様
も
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

岡
部 

正
英
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温
故
知
新

楽
し
く
郷
土
史
を
学
ぶ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
京
谷
さ
ん
は
、
郷
土

史
家
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
江
戸
時
代
、
旗
本
で
あ
っ
た
佐
野

氏
の
知
行
地
で
あ
る
足
利
市
寺
岡
、
栃
木

市
岩
舟
町
下
津
原
、
神
奈
川
県
寒
川
町
、

兵
庫
県
丹
波
市
氷
上
町
の
旧
名
主
宅
で
所

蔵
さ
れ
た
佐
野
氏
に
関
す
る
古
文
書
、
数

十
点
を
翻
刻
中
の
ほ
か
、
30
年
ほ
ど
前
に

刊
行
し
た『
わ
が
町
さ
ん
ぽ
』の
改
訂
版
を

執
筆
中
だ
そ
う
で
す
。

　
「
安
蘇
史
談
会
」と
い
う
名
前
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
会
は
、
昭
和
59
年
の
１
月
か
ら
２
月
に

か
け
て
、
佐
野
市
の
ユ
ネ
ス
コ
の
青
年
部

が
、
京
谷
さ
ん
を
講
師
と
し
て
開
催
し
た

「
安
蘇
の
風
土
と
歴
史
」を
契
機
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
際
の
受
講
者
が
呼
び
か
け
、

12
名
の
賛
同
者
が
集
ま
り
、同
年
４
月
に
、

安
蘇
史
談
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
史
談
」は
郷
土
の
歴
史
を
楽
し
く
談
じ

よ
う
と
い
う
趣
旨
で
命
名
さ
れ
、
今
年
で

結
成
30
年
。「
安
蘇
地
域
の
郷
土
史
に
興
味

や
関
心
が
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
」
と
、
会
長
で
あ
る
京
谷
さ
ん
は

笑
顔
で
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

史
談
会
で
は
年
に
１
回
、
会
報「
史
談
」

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
は
素
人

ゆ
え
の
着
想
な
ど
、
専
門
家
の
盲
点
を
突

○プロフィール

安蘇史談会会長。

佐野市史、田沼町史、藤岡町史、西方町

史などの編纂事業に関わったほか栃木県

立文書館に勤務。

著書に『佐野周辺みてある記 わが町散歩』。

京
きょうや

谷 博
ひろ じ

次さん
（堀米町）

シ
ョ
ッ
ク
で
寝
込
ん
で
し
ま
う

こ
と
を
モ
ッ
コ
ヤ
ミ
と
い
う

　

突
然
、
大
き
な
音
を
聞
い
た
と
き
、
あ
る
い
は
事
故
な
ど

で
多
量
の
出
血
を
見
た
と
き
に
、
そ
の
驚
き
や
激
し
い
衝

し
ょ
う
げ
き撃

で
足
腰
が
立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を「
腰
が
抜
け
る
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
比

較
的
短
い
時
間
で
正
常
な
状
態
に
も
ど
る
の
が
普
通
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
恐
怖
に
よ
る
精
神
的
な
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

る
と
寝
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
山
に
行
っ
て
大

き
な
蛇
に
に
ら
ま
れ
、
そ
の
怖こ

わ

さ
や
、
あ
と
で
蛇
の
祟た
た

り
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
、
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い

う
話
が
あ
り
ま
す
。
明
治
・
大
正
の
人
た
ち
は
、
恐
怖
と
祟

り
に
よ
っ
て
生
じ
る
病

や
ま
い
を
モ
ッ
コ
ヤ
ミ
、
あ
る
い
は
モ
ッ
ケ

ヤ
ミ
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
強
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
寝
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を
モ
ッ
コ
ヤ
ミ
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
「
え
た
い
の
わ
か
ン
ネ
ー
、
ウ
ス
ッ
キ
ビ
ワ
リ
ー
（
な
ん
と

な
く
気
味
が
わ
る
い
）男
が
い
る
ん
だ
よ
。
コ
ナ
イ
ダ（
先
日
）

そ
の
男
を
山
ン
中
で
偶
然
見
か
け
た
ん
だ
け
ど
、
わ
た
し
を

じ
ー
っ
と
見
て
る
ン
で
、
怖
く
な
っ
て
足
が
す
く
ん
じ
ゃ
っ

た
。
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
ま
る
二
日
間
も
モ
ッ
コ
ヤ
ミ
し
ち
ゃ
っ

た
よ
」（
農
家
の
主
婦
の
話
、
40
年
前
）

　

モ
ッ
コ
ヤ
ミ（
モ
ッ
ケ
ヤ
ミ
）
の「
モ
ッ
コ（
ケ
）」
は
、
昔
の

こ
と
ば
の「
も
の
の
け（
物
の
怪
）」
が
訛な

ま

っ
た
も
の
で
す
。
物

の
怪
と
は
、
人
に
と
り
つ
い
て
悩
ま
し
た
り
、
病
気
に
さ
せ

た
り
、
と
き
に
は
死
に
い
た
ら
し
め
る
生

い
き
り
ょ
う
霊
・
死し
り
ょ
う霊
な
ど
を

い
い
ま
す
。「
物
の
怪
病
み
」
が
変
化
し
て
モ
ッ
コ
ヤ
ミ
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

く
鋭
い
発
想
が
散
見
さ
れ
る
自
慢
の
本
で

す
。
こ
れ
ま
で
佐
野
氏
、
唐
沢
山
城
址
、

天
明
鋳
物
、
例
幣
使
街
道
、
田
中
正
造
翁

な
ど
、
多
く
の
論
文
が
投
稿
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
毎
年
自
主
講
座
「
安
蘇
の
風
土
と

歴
史
」
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
４
月

か
ら
５
月
に
か
け
て
城
北
地
区
公
民
館
で

計
６
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
延
べ
５
９
８

名
も
の
参
加
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

他
に
も
会
員
同
士
で
研
修
旅
行
を
行
っ

て
お
り
、
最
近
で
は
水
戸
市
の「
弘
道
館
」

や
北
茨
城
市
の
「（
岡
倉
）天
心
記
念
五
浦

美
術
館
」
に
行
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

会
員
た
ち
と
郷
土
史
を
学
び
、
史
実
を

詳
ら
か
に
し
て
い
く
京
谷
さ
ん
。
京
谷
さ

ん
の
訥
々
と
し
た
語
り
口
か
ら
は
、
真
摯

な
人
柄
が
伺
え
ま
す
が
、
実
は
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
楽
し
い
方
で
す
。
京
谷
さ
ん
と

と
も
に
、
ぜ
ひ
郷
土
史
を
学
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。　
（
市
民
記
者　

佐
藤　

久
夫
）

安蘇史談会の講座で、受講者に話
す京谷さん
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平成２７年度 佐野市行政経営方針（要旨）
　本市のまちづくりは、「育み支え合うひとびと、水と緑と万葉の地に広がる交流拠点都市」を将来像と

した佐野市総合計画に基づいて進めています。この計画を着実に推進するために、平成２７年度佐野市行

政経営方針を策定しましたので、その要旨をお知らせします。なお、詳細は、お問い合わせいただくか、

市のホームページをご覧ください。

平成２７年度　行政経営の基本方針

１．効率的な行政経営を推進します　　２．持続可能な財政運営を推進します

３．総合計画を推進する組織編成と職員の育成を図ります

４．市民と行政の協働を推進します　　５．人口減少問題に向けた取り組みを推進します

平成２７年度の主な取り組み
事務事業の重点化と見直しの推進
• 行政評価の結果に基づき、総合計画の方針・目標を達成するために必要な事業の重点化を図ります
• 事務事業改革改善プロジェクトによる事務事業の内部評価を行うとともに、外部評価を活用した見直し
を行います
決算状況を反映した予算編成
• 決算状況、財政分析指標および行政評価結果に基づき、施策別枠配分方式を活用した予算の選択と集中
により、歳入に見合った歳出予算構造への転換を図ります
総合計画を推進する組織編成
• 組織体制のスリム化や業務の効率化などに努めるとともに、限られた人材などを有効活用し、市民サービ
スの維持・向上に向けた計画的な組織づくりに努めます

分権時代を担う職員の育成と人事管理
• 「人材育成基本方針」の見直しを行うとともに、各種の研修を実施します 
• 人事配置については、更なる女性職員の職域拡大や管理職への積極的な登用を図ります
• 職員定数の適正化については、新たな「定員適正化計画」に基づき推進します
市の役割の明確化と市民との協働の推進
• 自治基本条例については、市民主体による自治基本条例制定に向けて推進を図ります
• 市民との協働の推進のため、啓発事業を行うほか、市民活動団体への支援事業を実施します
• 地域自治組織の確立に向けて、自治会活動の充実を図るための支援の方策を実施します
公共施設管理運営の見直し
• 「公共施設等総合管理計画」を包含した市有施設のあり方に関する基本方針を策定します
• 施設利用に関する受益者負担について、適正化の指針に基づく見直しを行います
民間活力の活用
• 指定管理者制度については、公の施設の今後のあり方を考慮して、運用方法などの見直しを行います
• 市民サービスの向上と効率的な行政運営を図るため、新たな民間委託の可能性について検討します
特別職の報酬などの適正化
• 特別職の適正な報酬のあり方を検討します
人口減少問題対策の推進
• 全庁横断的な組織を活用し、市として取り組む対応策の研究・検討を行います

平成２７年度の重点施策
　行政評価の結果を踏まえ、次の９施策を重点施策として選定しました。

①消防・防災体制の強化      ⑥魅力ある観光資源の開発と整備
②都市機能を高める幹線道路の整備と計画的な地域
　づくりの推進

⑦都市ブランド戦略の推進

③まちなかの活性化と公共交通網の整備　 ⑧生涯スポーツ・競技スポーツの振興とスポーツ環境の整備

④子育てと仕事の両立支援 ⑨スポーツツーリズムの推進

⑤北関東自動車道沿線開発と企業誘致の推進

■問合せ＝　
政策調整課☎（２０）３０００
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「佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画（案）」
についてのパブリック・コメントを実施します

　教育委員会では、未来を担う子どもたちに望ましい教育環境の実現を図るため、「佐野市立小中学校適

正配置等検討委員会」からの答申を受け、「佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画」の策定を進め

てきました。

　このたび、各地区での地域懇談会でいただいたご意見を踏まえ、「佐野市立小中学校適正規模・適正配置

基本計画（案）」がまとまりましたので、皆さんのご意見を募集します。

　各閲覧場所に備え付け（市ホームページからダウンロード可）の意見記入用紙に必要事項をご記入のう

え、直接、郵送、ファックス、または電子メールで、教育総務課までご提出ください。

　※電話によるご意見の受け付けは行いません

佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画（案）の概要
●前期計画（平成２６～３４年度）〔複式学級の解消を目的とします〕
施設一体型小中一貫校の設置

• 田沼西地区（平成３２年度開校）…次の小・中学校を統合します

田沼西中学校〔拠点校〕、戸奈良小学校、三好小学校、山形小学校、閑馬小学校、下彦間小学校、飛駒

小学校、田沼小学校のうち田沼西中学校通学区域（この区域は、当分の間、田沼小学校と小中一貫校

の選択を可能とします）

• 葛生地区（平成３４年度開校）…次の小・中学校を統合します

葛生中学校〔拠点校〕、常盤中学校、葛生小学校、葛生南小学校、常盤小学校、氷室小学校

複式学級解消に伴う統合

船津川小学校を平成２９年度に植野小学校と統合します。

●後期計画（平成３５年度～）〔全市的な適正規模・適正配置の実現を目的とします〕
• 赤見地区の施設一体型小中一貫校の設置…次の小・中学校を統合します

赤見中学校〔拠点校〕、赤見小学校、石塚小学校、出流原小学校

• 適正規模に満たない小・中学校の適正規模化

• 大規模校および市街部の小・中学校の、適正規模・適正配置を考慮した通学区域の見直し

【後期計画は前期計画後半に見直します】

▲

公表する案＝佐野市立小中学校適正規模・適正配置基本計画（案）

▲

募集期間＝１１月１０日（月）～１２月１２日（金）

▲

閲覧窓口＝情報公開窓口（東仮庁舎事務棟１階）、教育総務課（田沼庁舎本館２階）

　　　　　　田沼・葛生の各行政センター　※市ホームページでは期間中、常時閲覧できます

▲

提出先＝〒３２７－０３９８ （住所不要）教育総務課

　   　　　ＦＡＸ（６２）６００８、電子メール：kyoiku@city.sano.lg.jp

■問合せ＝教育総務課☎（６１）１１７１

未来を担う子どもたちに望ましい教育環境の実現を図るため、

皆さんのご意見をお聞かせください。

※小中一貫教育は、義務教育９年間を一体的にとらえ、子どもの成長と学習の連続性を重視した教育です

　そのなかでも、施設一体型小中一貫校は、最も効率の良い小中一貫教育の形態といわれています
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　配偶者・パートナーなど親密な関係にある人からの暴力をＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）と

いいます。ＤＶは決して大人だけの問題ではありません。中学生や高校生などの若いカップルの間でも

ＤＶ行為が起きており、これを「デートＤＶ」と呼びます。暴力には、身体的・精神的・性的など、さま

ざまな種類があり、これらはすべて力と支配（コントロール）の関係によって起こっています。「デート

ＤＶ」は、当事者が気づかない間に深刻な事態になることも少なくありません。

　若者が暴力の加害者にも被害者にもならないために、若い世代だけでなく、周りの大人たちも「デート

ＤＶ」について知り、日常の中で身近な若者の信号（変化）に気づいてあげることが大切です。

男女共同参画情報 パレット
■人権・男女共同参画課☎（２７）２３５４

１１月１２日～２５日は　
女性に対する暴力をなくす運動期間中です

デートＤＶを知っていますか？

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

もしかして … 心あたりはありませんか？　－  あなたは大丈夫？ －

相手を力で支配しようと大声で怒鳴
ったり、何を言っても無視したりす
ることは許されません。
被害を受けた方は、「いつもは優しい
人だから」「自分にも悪いところがあ
ったから」と自分を責めたりしない
でください。

相手を傷つける言葉は暴力です。

相手の気持ちを無視して
行動を制限・禁止するの
は暴力です。
自分にも相手にもそれぞれ
の生活があり、プライバシー
もあります。自分の気持ち
だけを押し付けるのでは
なく、お互いに信頼し合い、
相手の気持ちを考えること
が大切です。

いつでも彼女
が優先で男友
だちとの付き
合いができな
くなった…。

「今どこにいるの？何
しているの？」と一日に
何度も電話やメールを
してくる。
私がメールしていると、
のぞき込んだり、着信を
勝手にチェックしたり、
とてもイヤ !

ウザいんだよ！

オレの電話
にはすぐに
出ろよ !!

私以外の女の子と
話をするなんて

許せない !!

私と友だち、
どっちが

大事なの !?

バカじゃねーの！

ブス！！

お前は
黙ってろ！！

何をするのも
一緒でないとイヤ

気に入らないことがあると
すぐ怒鳴り出す彼…。不機
嫌になったり、無視された
り。彼氏を怒らせている
私が悪いの？
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　ＤＶ被害者の中には、悪いのは相手でなはなく自分のせいだと感じてしまったり、自分がＤＶの被害に

あっているということ自体を自覚できなかったりして、悩みを一人で抱え込んでしまっている人も少なく

ありません。まずは、身近にいるあなたが、「何か困っていることはない？」などと声をかけてみましょ

う。その場合には、次のようなことを心がけてください。

●責めたり、批判したりせず、話をよく聞いてあげましょう。

●その人が言う事を信じましょう。

●「あなたは悪くない」「いつでも力になるよ」と伝えましょう。

●相談できる専門窓口などの情報を教えましょう。（下記相談窓口参照）

　ＤＶ被害者は、恐怖感、不安感、無力感が大きいことや、もともと好きな相手であったため別れ

にくいというような複雑な心理があります。簡単に「別れればいい」などと言わないでください。

　ＤＶをひとりの力で解決しようとするのは難しいことです。学校の先生や専門の相談機関に相談す

るよう勧めてください。生命・身体の危険があり緊急性が高い場合は、警察に通報してください。

相談窓口 電話番号 受付時間（★は祝日、12月29日～1月3日を除く）

佐野市家庭児童相談室（女性相談） ☎ (２０)３００２ ★月～金曜日　午前８時３０分～午後５時

佐野市人権・
男女共同参画課

女性のための
カウンセリング相談 ☎ (２７)２３５４

★第１・第３木曜日
　午前１０時～１１時５０分 ( 要予約）

女性相談 ★第４木曜日　午前９時３０分～午後４時

全国共通ＤＶホットライン ☎０１２０(９５６)０８０ ★月～土曜日　午前１０時～午後３時

法務省女性の人権ホットライン ☎０５７０(０７０)８１０
★月～金曜日
　午前８時３０分～午後５時１５分

認定ＮＰＯ法人ウイメンズハウスとちぎ ☎０２８(６２１)９９９３ ★月～金曜日　午前９時～午後５時

認定ＮＰＯ法人サバイバルネット・ライフ ☎０２８５(２４)５１９２ ★月～金曜日　午前１０時～午後４時

とちぎ男女共同
参画センター
（栃木県）
相談ルーム

女性のための一般相談

☎０２８(６６５)８７２０

★月～日曜日　午前９時～午後４時

女性のための
配偶者暴力相談

★月～日曜日　午前９時～午後８時
　( 土・日曜日は午後４時まで）

女性のための法律相談
（面接）

★第２・４木曜日
　午後１時３０分～３時３０分 ( 要予約 )

女性のためのＤＶ法律
相談（面接）

電話で予約してください

男性のための電話相談 ☎０２８(６６５)８７２４
★毎週月曜日・水曜日
　午後５時３０分～７時３０分

栃木県警察本部
県民相談室 ☎０２８(６２７)９１１０

２４時間対応
性犯罪被害者相談電話 ☎０１２０(７１０)８７３

日本司法支援センター法テラス（夫婦、
男女、セクハラなどの法的トラブル）

☎０５７０(０７８)３７４
★月～土曜日　午前９時～午後９時
　（土曜日は午後５時まで）

身近にいる人が暴力を受けている、と感じたら

悩んでいる人がいたら…いろいろな相談窓口があります。相談は無料です。秘密は守られます。

緊急の時は佐野警察署へ　　☎（２４）０１１０

※面接相談の場合は、受付時間が異なる場合がありますので、事前に相談窓口に電話でお問合せください。

これだけは注意して！

どんな理由があっても

暴力は絶対に

許されません！！
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平成２５年度　健全化判断比率などを公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（以下、「財政健全化法」という）」により、平成２５年度

健全化判断比率などについてお知らせします。

○基準を超えると？
　いずれかの早期健全化基準（黄色信号）を超えると
「早期健全化団体」になります。それより悪い、財政
再生基準（赤信号）を超えると、従来の財政再建団体
にあたる「財政再生団体」となります。
　また、経営健全化基準を超えた公営企業会計につい
ては、経営健全化計画の策定が必要となります。
○早期健全化団体になると？
　財政健全化計画を策定し、その計画に基づく財政健
全化を行います。
○財政再生団体になると？
　財政再生計画を定め、その計画に基づく財政再生に
取り組むことになります。
　総務大臣の許可を得なければ、市債の発行ができま
せん。
　税金や公共料金の増額、市民サービスについて見直
しをすることになります。
●財政健全化法に関する資料は、総務省のホームペー
ジでご覧になれます
http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/

１　健全化判断比率の状況
　本市の指標は、いずれも国が定める基準以下です。本市の財政状況は、財政健全化法では健全段階にあり、
同法に基づく財政健全化計画および財政再生計画の策定は不要となります。
健全化判断比率 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成２５年度
－ 

（実質赤字額なし）
－ 

（連結実質赤字額なし）
６．３% ９．４%

早期健全化基準 １１. ９３% １６. ９３% ２５. ０% ３５０. ０%

財政再生基準 ２０. ００% ３０. ００% ３５. ０%

• 実質赤字比率…一般会計などの実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのか
を示す指標
• 連結実質赤字比率…全会計の実質的な赤字額が、標準的な収入に対してどのくらいの割合になるのかを
示す指標
• 実質公債費比率…一般会計などの実質的な借入金の返済額が、標準的な収入（元利償還金などに係る基
準財政需要額算入額を除く）に対して、どのくらいの割合になるのかを示す指標
• 将来負担比率…一般会計などが抱える実質的な負債（特別会計、一部事務組合、第３セクターなどに対す
るものを含む）の残高が、標準的な収入（元利償還金などに係る基準財政需要額算入額を除く）に対して、
どのくらいの割合になるのかを示す指標

２　資金不足比率の状況
　各公営企業会計において、資金不足がないため財政健全化法に基づく経営健全化計画の策定は不要です。

特別会計の名称 水道事業会計 病院事業会計
公共下水道
事業特別会計

農業集落排水
事業特別会計

佐野田沼インター産業

団地造成事業特別会計

西浦・黒袴第二工区産業

団地造成事業特別会計

平成２５年度 － 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

－ 
（資金不足額なし）

経営健全化基準 ２０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０% ２０.０% ２０. ０%

• 資金不足比率…公営企業会計ごとの資金不足額が、事業の規模に対して、どのくらいの割合になるのか
を示す指標

○財政健全化計画と財政再生計画の実施状況の公表は？
　策定された財政健全化計画と財政再生計画の実施状
況は、毎年９月３０日までに公表されます。
　取り組みが不十分な場合は、早期健全化段階では県
が市に対し、必要な勧告を行います。
　財政再生段階では、国が市に対し、予算や計画の変
更などの措置を講ずるよう勧告し、より強く財政運営
に関与することになります。
○議会や監査委員との関係は？
　財政健全化法では、議会や監査委員の役割が重要です。
①各指標の数値は、監査委員の審査を受けたうえで議
　会へ報告し、公表しなければなりません。
②財政健全化計画・財政再生計画・経営健全化計画を
　策定する際には、議会の議決を経て、市民に公表さ
　れます。また、その実施状況を毎年議会へ報告し、
　公表しなければなりません。
③早期健全化団体・財政再生団体は、その計画を策定
　するにあたり、財政健全化のために改善が必要と認
　められる事務の執行について、外部監査を受けなけ
　ればなりません。

■問合せ＝財政課☎（２０）３００３
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軽自動車税・法人市民税の税率が変わります　
○軽自動車税の税率が変わります　　　　　　　　■問合せ＝市民税課税政係☎（２０）３００７

　地方税法の改正を受けて、軽自動車税の税率が引き上げになります。

　原動機付自転車などは、平成２７年度から新税率が適用されます（表１）。三輪以上の軽自動車について

は、平成２７年３月３１日以前に初めて自動車検査証の交付を受けたものには現在の税率が適用され、平

成２７年４月１日以降に初めて自動車検査証の交付を受けるものには新税率が適用されます（表２①②）。

　また、グリーン化を進める観点から、初めて自動車検査証の交付を受けてから１３年を経過したものにつ

いては、平成２８年度から重い税率が適用されます（表２③）。

【表１：原動機付自転車などの税率】

車種 区分 現在の税率 新税率

原動機付自転車

第一種（５０ｃｃ以下） １，０００円 ２，０００円

第二種乙（９０ｃｃ以下） １，２００円 ２，０００円

第二種甲（１２５ｃｃ以下） １，６００円 ２，４００円

ミニカー ２，５００円 ３，７００円

小型特殊自動車
農耕作業用 １，６００円 ２，４００円

その他 ４，７００円 ５，９００円

軽自動車 二輪（２５０ｃｃ以下） ２，４００円 ３，６００円

二輪の小型自動車（２５０ｃｃ超） ４，０００円 ６，０００円

【表２：三輪以上の軽自動車の税率】

車種 区分 現在の税率

平成２７年度から適用 平成２８年度から適用

①平成２７年

　３月３１日　

　以前に初めて

　車検証交付

　（現在の税率）

②平成２７年

　４月１日以降

　に初めて車検

　証交付

　（新税率）

③初めての車検証交

　付から１３年経過

　（重い税率）

軽自動車

三輪 ３，１００円 ３，１００円 ３，９００円 ４，６００円

四輪以上

乗用
営業用 ５，５００円 ５，５００円 ６，９００円 ８，２００円

自家用 ７，２００円 ７，２００円 １０，８００円 １２，９００円

貨物
営業用 ３，０００円 ３，０００円 ３，８００円 ４，５００円

自家用 ４，０００円 ４，０００円 ５，０００円 ６，０００円

○法人市民税の税率が変わります　　　　　　　■問合せ＝市民税課市民税係☎（２０）３００８

　　法人市民税は、市内に事業所や事務所などがある法人に課税される税です。

　税制改正により「地方法人税（国税）」が創設されたことに伴い、法人市民税（法人税割）の税率が引き下げ

られました。改正後の税率は平成２６年１０月１日以降に開始する事業年度から適用されます。

・法人市民税（法人税割）の税率＝現行１４．７％→改正後１２．１％

・法人市民税の予定納税の経過措置＝税制改正後、平成２６年１０月１日以降に開始する最初の事業年度

　の予定申告の法人税割額は、経過措置により下記の計算式で法人税割額を計算します。

　前事業年度の法人税割額×４．７÷前事業年度の月数

※地方法人税とは…地方法人税（国税）は地方自治体間の収入格差を減らすための税で、税収は地方交付税

　の財源として使われます。法人住民税（市県民税）の引き下げられた税率分は地方法人税として課税され

　るため、法人の負担は原則変わりません。

　地方法人税は、佐野税務署☎（２２）４３６６へお問い合わせください。
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佐野市高齢者見守りネットワーク
　協力事業所・協力機関・地域のみなさんが協力し合って高齢者を見守るネットワークです。

　高齢者の異変に気付いた時には、市や各地域包括支援センターにご連絡ください。

【協力事業所】

佐野市新聞販売組合、両毛ヤクル

ト販売㈱、（公社）佐野市シルバー

人材センター、東京電力㈱栃木南

支社、郵便事業㈱佐野支店、栃木

県行政書士会佐野支部、佐野農業

協同組合

【協力機関】

社会福祉協議会、地区社会福祉協

議会、町会長連合会、民生委員児

童委員協議会、老人クラブ連合会、

佐野警察署、佐野消防署、安足健

康福祉センター、水道局、消費生

活センター

■連絡先＝いきいき高齢課

　　　　　☎（２０）３０２１

○地域包括支援センター（お住まいの地域の包括支援センターへ）

さの社協☎（２２）８１２９（佐野・堀米・旗川・吾妻）、佐野市医師会☎（２０）２０１１（植野・界・犬伏）

佐野市民病院☎（６２）８２８１（赤見・田沼）　くずう☎（８４）３１１１（葛生）

市税の差し押さえ強化中　
　税金は、市民の皆さんが安心で豊かな社会生活をしていくための大切な財源です。

　市では納期内納税した方との不公平を生まないために、納付できるのに納付しない方や他の返済を優

先し滞納している方については、積極的に滞納処分を行っていきます。

【平成２５年度 滞納処分実施状況】（国保税を含む全体）

○差し押さえ処分件数＝２，３８３件（前年比３６１件増）

【内訳】  預貯金：１，４４１件、生命保険：２９１件、

　　　  給与年金：２８７件、動産：３５件　ほか

○捜索実施＝３６件　根拠法＝国税徴収法第１４２条

「滞納処分のため必要があるときは、滞納者の物又は住居

その他の場所につき捜索する事ができる」

【差し押さえ対象となる財産】

預貯金、生命保険、給与、不動産、動産など

※動産＝貴金属、骨董品、現金、自動車、バイク、

　　　　電化製品など

　滞納があると差し押さえの可能性はいつでもあります。財産が差し押さえになる前に、納税相談をお

願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝収納課☎（２０）３０１０
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ＦＡＮＴＡＳＴＩＣ ＩＬＬＵＭＩＮＡＴＩＯＮ  ｉｎ ＳＡＮＯ ２０１４
夜空を彩るイルミネーションをお楽しみください

★イルミネーション点灯式イベント★

　イベントの最後に、サンタさんから子どもたちにプレゼントがあります（数に限りがあります）。

　夜空を彩るイルミネーションの点灯式にぜひお越しください。「さのまる」も来るよ！

▲

日時＝１１月２２日（土）午後３時３０分～６時

　（セレモニーは午後５時３０分を予定）

▲

会場＝佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」周辺

▲

点灯期間＝１１月２２日（土）～平成２７年３月１５日（日）

　　　　　　午後５時～１０時（予定）

■

問合せ＝佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」☎（２７）０００５

●第２回佐野市「水と緑と万葉のまち景観賞」表彰式

　対象は「まちなみ建築部門」、「まちづくり活動部門」の２

部門です。また、当日は応募いただいた全作品を展示する予

定です。いずれも佐野市の景観を形作る素敵な建築物やまち

づくり活動ですので、イルミネーションイベントとあわせて、

ぜひ足をお運びください。

▲

日時＝１１月２２日（土）午後４時～４時３０分　

▲

会場＝佐野駅前交流広場

■

問合せ＝都市計画課☎（６１）１１３１

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す　

　

11
月
９
日
（日）
〜
15
日
（土）
ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
暖
房
器
具
な
ど
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
が
増
え
、
ま
た

空
気
が
乾
燥
し
て
一
年
を
通
し
最
も
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
た
き
火
に
よ
る
火
災
も
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
火
の
取

り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
家
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い
な
ど
、
放
火
さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」

　全ての住宅で、住宅用火災警報器が設置義務化となっ

ています。まだ取り付けがお済みでないご家庭は、寝室

を中心に住宅用火災警報器の早期取り付けをお願いしま

す。取り付け場所や種類など、疑問な点などがありまし

たら、お気軽にお問合せください

※住宅用火災警報器の設置が義務付けられている部分と

　は、全ての寝室と寝室が２階にある場合には踊り場、 

　４畳半以上の居室が５つ以上ある階の廊下です

■

問合せ＝消防本部予防課☎（２３）９９１０
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１１月は「ねんきん月間です」　～１
い い み ら い

１月３０日は『年金の日』～

◆老後や「もしも」のときに備えて国民年金

　日本に住む２０歳から６０歳未満のすべての方

は国民年金に加入し、保険料を納めることになっ

ています。国民年金は、国の運営により給付に必

要な費用の２分の１を国が負担していて、老後の

生活保障だけでなく、万が一、病気やけがで障が

いが残ったときや、一家の働き手が亡くなったと

きなど、あなたやあなたの家族を守ってくれます。

　国民年金保険料の納め忘れがありますと、年金

が受けられなかったり、少なくなることもありま

すので、後悔することのないよう、国民年金への

加入届け出をして、保険料もきちんと納めましょ

う。

◆国民年金保険料の納付が困難なときは

　保険料を納めることが経済的に困難な場合には、

納付が免除または猶予される制度があります。

①保険料申請免除制度…自営業・農林業・無職の方で、

本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場

合に全額または一部免除（３／４、２／４、１／４）

となります。

②若年者納付猶予制度…３０歳未満の方で、本人、配

偶者の前年所得が一定額以下の場合に、保険料の納付

が猶予されます。

③学生納付特例制度…学生の方で、本人の前年所得

が一定額以下の場合に在学中の保険料の納付が猶予さ

れます。

◆２０歳になったらすべての人が加入します　国民年金の加入者は次の３つに分けられます。
種別 加入者 加入の届け出 保険料の納付

第１号被保険者
自営業・農林業・学生・無職の
方など

ご自身で市役所の国民年金担当
窓口へ届け出

ご自身で納付月額１５，２５０
円（平成２６年度）

第２号被保険者
会社員・公務員など、厚生年金
や共済組合に加入している方

勤務先が届け出 給料などから天引き

第３号被保険者
第２号被保険者に扶養されて
いる配偶者

配偶者の勤務先が届け出
なし（配偶者の加入している年
金制度が負担）

◆暮らしをサポート３つの基礎年金

対　　象 年金額（平成 2５年度）

老齢基礎年金
保険料納付済期間と保険料免除期間を合わせて２５年以
上ある方が６５歳から受けられます。

７７２,８００円（満額）
※保険料を４０年間納めた場合

障害基礎年金
国民年金加入中に初診のある病気やけがで国民年金法の
１・２級の障がいにある間、支給されます。

１級９６６,０００円
２級７７２,８００円

遺族基礎年金

国民年金加入中や老齢基礎年金を受けているか受けられ
る方が死亡したときに、その方に生計を維持されていた
子のある配偶者、または子に支給されます。
（子とは１８歳到達年度末までの子または２０歳未満の
障がいのある子をいいます。）

７７２,８００円＋子の加算
（２２２，４００円）

※国民年金は賃金や物価の変動や、年金を支える力と給付のバランスをとる仕組みにより年金額の見直しが行われます

※障害基礎年金、遺族基礎年金を受けるためには、初診日または死亡された日の属する月の前々月までの被保険者期間のう

　ち３分の２以上の保険料納付済期間と保険料免除期間の合算期間があること、もしくは初診日または死亡された日の属

　する月の前々月までの１年間に保険料の未納がないこと（保険料納付要件）が必要です

◆平成２７年９月３０日まで国民年金保険料の「後納制度」が利用できます

　国民年金保険料を納めることができる期間が、平成２７年９月３０日まで過去２年間から過去１０年に延

長されています。この制度の利用をお考えの方は早めにお申込みください。

※既に老齢基礎年金を受給している方、６５歳以上で老齢基礎年金の受給資格のお持ちの方は、ご利用でき

　ませんのでご注意ください

■問合せ＝佐野総合窓口課☎（２０）３０１９・田沼総合窓口課☎（６１）１１２４・葛生総合窓口課☎（８６）４７１３

　日本年金機構は、年金制度に対する理解を深めていただくため、１１月を「ねんきん月間」としていま
す。また、厚生労働省では今年から１１月３０日を「年金の日」として、「ねんきんネット」などを利用し
て年金記録や年金受給見込額を確認していただき、高齢期に備え、その生活設計に思いを巡らせていた
だくことを呼びかけていきます。
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佐野ブランド認証品・世界に誇る佐野ブランド企業・
佐野ブランド市民モニターを募集します　

　市では、特産品や伝統工芸品、自然、歴史、文化などの地域資源を「佐

野ブランド」として認証することにより、ブランド品の価値の向上と

それに伴う市のイメージアップと認知度向上を目指した事業を進めて

います。

　第５回佐野ブランド認証を行うにあたり、佐野ブランド認証品およ

び世界に誇る佐野ブランド企業を募集します。また、ブランド認証制

度の一環として「市民」の方から、ボランティアとして佐野ブランド認

証品の審査などにご協力いただける方を募集します。

●佐野ブランド認証品・世界に誇る佐野ブランド企業の募集

※「認証品部門」と「ブランド企業部門」の両方に応募することはできません

▲

認証期間＝平成２７年４月～平成２９年３月までの２年間

▲

認証品の取り扱い＝認定証、認定シール、のぼり旗を交付します。また、佐野ブランドのパンフレッ

　ト作成や市ホームページなどでのＰＲ、ブランドフェアの開催、市内外へのイベント出展などを行い

　ます
▲

推薦方法＝自薦・他薦　

▲

応募数＝１事業者・おひとりにつき１点

■申込・問合せ　都市ブランド推進室

　〒３２７－００２２　佐野市高砂町２７９０　野口ビル１階

　☎（２０）３０４７・ＦＡＸ（２１）５０１１・toshibrand@city.sano.lg.jp

【佐野ブランド認証品】

▲

対象＝

①伝統工芸・特産品…市内の事業所が自ら企画し、　

　生産、販売する商品、製品、サービス

②自然・風土、歴史・文化、観光…市内にある自然、

　歴史的遺産、歴史的人物、文化的施設、文化的行事・

　祭事、芸術・芸能、スポーツ、観光資源

▲

審査基準＝①佐野らしさ、②市場性、③話題性、

　④優位性、⑤将来性等の基準により審査

【世界に誇る佐野ブランド企業】
▲

対象＝本社、支社、工場の全部もしくは一部が

　佐野市に住所を有する企業で、技術力や品質管理、

　国内シェアなどで特筆すべき実績を有する企業

▲

審査基準＝①佐野らしさ、②市場性、③話題性、

　④優位性、⑤将来性等の基準により審査

【佐野ブランド認証品・佐野ブランド市民モニターの応募方法】　
　１１月２８日（金）（郵送の場合は消印有効）までに、都市ブランド推進室に設置している所定の応募用

紙（市ホームページからダウンロード可）に必要事項をご記入のうえ、都市ブランド推進室へ直接お持

ちいただくか、郵送、ファックス、または電子メールでお申し込みください。

●佐野ブランド市民モニターの募集
　佐野ブランド認証品候補について、審査やモニタリングを行っていただく方を募集します。

　※認証品・ブランド企業応募事業所の関係者はご遠慮ください

▲

任命期間＝平成２６年１２月～平成２７年１１月まで　

▲

対象＝市内にお住まいの高校生以上の方

▲

定員＝２０人程度　

ブランドネーム
「とどけます 佐野ごころ」
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知
ら

せ
　

申
込
・
問
合
せ
は
、
健
康
増
進

課
☎
（２４）
５
７
７
０
へ

●
脂
肪
燃
焼
教
室

　

健
康
づ
く
り
の
一
歩
は
食
事
と

運
動
か
ら
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く

食
べ
て
、
運
動
で
、
効
率
よ
く
脂

肪
を
燃
焼
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
12
月
19
日
（金）
〜
平
成
27

年
２
月
19
日
（木）
ま
で
の
全
８
回

各
日
午
前
９
時
30
分
〜

▼
会
場
＝
佐
野
市
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）

●
虫
歯
に
な
り
に
く
く
す
る
フ
ッ

素
塗
布

　

佐
野
歯
科
医
師
会
が
行
い
ま

す
。
▼
日
時
＝
12
月
７
日
（日）
午
後

１
時
〜
３
時　

▼
会
場
＝
休
日
歯

科
診
療
所（
大
橋
町
）　

▼
対
象
＝

満
２
歳
〜
小
学
生　

▼
費
用
＝
300

円　

▼
申
込
＝
11
月
25
日
（火）
ま
で

に
、
医
師
会
会
員
の
歯
科
医
院
へ

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

12
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
や
会

場
の
変
更
希
望
な
ど
が
あ
れ
ば
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

介
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

２
０
１
４

　

一
緒
に
介
護
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
10
日
（月）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
市
民
病
院
Ａ

棟
５
階
研
修
室

▼
内
容
＝

①
在
宅
介
護
に
つ
い
て
の
お
話

（
２
時
30
分
〜
）

②
介
護
予
防
体
操（
３
時
30
分
〜
）

③
福
祉
用
具
展
示（
随
時
）

④
個
別
介
護
相
談（
随
時
）

⑤
健
康
チ
ェ
ッ
ク（
随
時
）

■
問
合
せ
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
（６２）
８
２
８
１

市
民
講
座

「
デ
ン
グ
熱
に
つ
い
て
」

　

デ
ン
グ
熱
に
つ
い
て
、
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（木）
午
後
４
時

〜
５
時　

▼
会
場
＝
市
民
病
院
Ａ

棟
５
階
研
修
室　

▼
講
師
＝
牧
野
駿
一
さ
ん
（
当
院

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
医
師
）

▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）　

■
申
込
＝
11
月
26
日
（水）
ま
で
に
、

地
域
医
療
連
携
室
☎
（６２）
９
０
２
４

足
利
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

募
集
説
明
会

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（土）
午
後
２
時

か
ら　

▼
会
場
＝
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
こ
こ
ね
っ
と　

▼
対
象
＝
原
則
23
歳
〜
68
歳
ま
で

の
方

▼
内
容
＝
電
話
相
談
の
主
旨
、
養

成
講
座
の
内
容
説
明
な
ど

■
問
合
せ
＝
足
利
い
の
ち
の
電
話

事
務
局
☎
０
２
８
４
（４４）
２
２
０
０

（
平
日
午
後
２
時
〜
６
時
の
み
）

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

う
つ
病
・
躁
う
つ
病
学
習
会

▼
日
時
＝
11
月
28
日
（金）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
足
利
市
民
プ
ラ
ザ　

▼
講
師
・
演
題
＝

①
山
口
律
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｍ
Ｄ
Ａ
‐
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
代
表
）「
早

め
に
気
づ
い
て
受
診
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
？
」

②
廣
田
真
一
さ
ん
（
社
会
福
祉
法

人
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
・
ピ
ア
ル
ク

ラ
ブ
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
）「
回
復
を
支
え

る
周
囲
の
役
割
・
支
援
の
ポ
イ
ン

ト
」
▼
定
員
＝
先
着
200
人（
無
料
）

■
申
込
＝
11
月
21
日
（金）
ま
で
に
、

安
足
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
０
２

８
４
（４２）
５
８
９
５

健
康
福
祉

●
12
月
の
集
団
健
診
日
程

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。

▼
日
時
・
会
場
＝
１
日
（月）
・
13
日

（土）
佐
野
、５
日
（金）
葛
生
、10
日
（水）
田

沼　

各
日
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

※
こ
の
他
に
も
女
性
の
み
の
日
が

あ
り
ま
す

※
医
療
機
関
で
も
が
ん
検
診
・
特

定
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

が
ん
検
診
受
診
券
に
同
封
さ
れ

た
チ
ラ
シ
を
参
考
に
、
医
療
機
関

に
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う

　

日
常
的
な
診
療
の
ほ
か
、
家
族

一
人
ひ
と
り
の
病
気
の
予
防
や
、

健
康
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
ま
す
。
病
状
に
よ
っ
て
は
適

切
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
て
く
れ

る
心
強
い
存
在
で
す
。

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所
☎
（２４）

３
３
３
７
、
診
療
時
間
＝
休
日
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
正
午

〜
午
後
１
時
30
分
は
除
く
）、
夜

間
は
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
休
日
歯
科
診
療
所
☎
（２４）
７
５
７

５
、
診
療
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正

午（
日
曜
、
祝
日
の
み
）

＊ 「障がい者手帳」をお持ちの方
＊ 提供する作業を行うことが出来る方
＊ 学校を卒業して就労を希望するが、就労に必要
 な体力や知力、経験に自信のない方
＊ 就労の経験はあるが様々な理由で離職したため、
 再度就労に向けて体力や能力を高めたい方

＊
＊
＊

＊

利用
対象者
利用
対象者

就労継続支援B型事業

ご
連
絡
頂
け
れ
ば

　
い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。佐野市石塚町1296-3　TEL 0283-55-0026

利
用
者
募
集
！！ グループホーム 青 い 空

（地域密着型介護サービス　認知症対応型共同生活介護）

佐野市山形町２９６

☎６５-００１７

ご自宅での介護に不安を感じているご家族

ご家族の退院後のお住まいをお探しの方

一人暮らしが難しくなってきている方

老人介護施設をお探しの方　認知症の方　など

ご自宅での介護に不安を感じているご家族

ご家族の退院後のお住まいをお探しの方

一人暮らしが難しくなってきている方

老人介護施設をお探しの方　認知症の方　など

このようなお悩みをお持ちでしたら

お気軽にお問い合わせください

このようなお悩みをお持ちでしたら

お気軽にお問い合わせください
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

自
衛
官
候
補
生
、
陸
上
自
衛

隊
高
等
工
科
学
校
生
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

▼
対
象
＝
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子（
採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
）

▼
試
験
日
＝
12
月
13
日
（土）
、
14
日

（日）　▼
試
験
内
容
＝
筆
記
、口
述
試
験
・

作
文
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

▼
申
込
期
限
＝
12
月
11
日
（木）
必
着

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

▼
対
象
＝
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
で
中
学

校
卒
業
者
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

の
前
期
課
程
修
了
者
（
平
成
27
年

４
月
１
日
現
在
）

▼
申
込
期
限
＝（
推
薦
）12
月
５
日

（金）
、（
一
般
）平
成
27
年
１
月
９
日

（金）
必
着　

▼
試
験
日
＝（
推
薦
）
１
月
10
日

（土）
・
11
日
（日）
・
12
日
（月）
の
い
ず
れ

か
、（
一
般
）１
月
24
日
（土）

▼
試
験
内
容
＝
筆
記
試
験
・
作
文

（
中
学
卒
業
程
度
）

▼
試
験
会
場
＝
足
利
市
民
プ
ラ
ザ

▼
採
用
数
＝
約
260
人

■
問
合
せ
＝
自
衛
隊
栃
木
地
方
協

力
本
部
足
利
地
域
事
務
所
☎
０
２

８
４
（７３）
０
２
３
０

募

集

グループホーム

佐野市吉水町９９１-１　☎６２-８９２８

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市町谷町５９-１　☎８５-７１０８

グル プホ

水

あおぞら
グル プホ ム

野市町谷町５９１☎８５７１

やまなみ

小規模多機能型施設
グループホーム

佐野市栃本町３２７０　☎６１-１３３１

グル プホ ム

野市栃本町３２７０☎６１１

せせらぎ
佐野市犬伏下町１７６５-１　☎２４-５１２０

もおもててなししの心でで しししえし すますますしのししししししししし ででででででてなてな でおお ええななななおもても 心心心心心心 ええ迎迎の心 おなお えなおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますおもおもおもおもててなてなてなししのしの心で心で心でお迎お迎お迎お迎えしえしえしえしますますますますももももももてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしのしのしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおおおてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなてなしのしのしのしのしのしののしのしのしのしの心で心で心で心で心で心で心で心で心で心で心でおおおおおおおおおお すすすすすすすすすすすすすすす
いいいわ くくくくくくくくせくいいいいいいいいいいいいい                        おお お                                    気 におに わわわわお気 にお い合わせくくださださいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださだ いいいいいい合わ合わ合 せくせくせくださださださいいいいいいいいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わせくせくせくせくせくせくせくせくせくせくせ だだだだだだだいいいいいいい合合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ合わ くせくせくせくせくせくせくせせせせ だだだだだだだおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問おおお気軽気軽気軽気軽におにおにおに 問い問い問い問問い問い問い問い問い問い問いいいいい問い問い問い問い問い問い問いいいい いいいいいい

おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください
おもてなしの心でお迎えします
                         お気軽にお問い合わせください

佐野犬伏
デイサービスセンター

市犬伏下町１７６５１☎２４

デイサ ビスセンタ

わかくさ

１２月１０日（水）～２３日（火・祝）
　１月１９日（月）～３月１４日（土）

（日光中禅寺湖畔）佐野市市民保養施設

レイクサイド佐野予約受付まで
8：30～17：15（土日祝日除く）

ご予約・お問い合わせは

0283-61-1126 建物総合管理・フードサービス事業

株式会社   旺栄
（レイクサイド佐野　指定管理者）

３月分の受付開始！
市民優先予約１１月４日（火）より

上記期間中、市内発着の無料送迎バスを
毎日運行します。
１泊でも２泊でも、自由なスケジュールで
冬の日光を気軽にお楽しみください。

冬期
無料送迎バス
毎日運行

１１月は「糖尿病予防・重症化防止月間」です　　　　

■

問合せ＝健康増進課☎（２４）５７７０

　現在、成人の約５人に１人が糖尿病もしくは糖尿病予備群といわれています。

○糖尿病予備群でも生活習慣の改善で発症は防げます

　糖尿病は遺伝的な原因もありますが、肥満や運動不足、ストレスなどの生活習慣が引き金となって

おこる病気でもあります。特に予備群と言われた人は、自覚症状がなく進行するので、今の生活を続

けていると糖尿病になる可能性が高まります。

○高血糖は動脈硬化も促進

　高血糖の状態を放置しておくと、動脈硬化症になりやすくなり、糖尿病を発症すると毛細血管など

細い血管に障害が起こり始めます。そのほかにも心臓病、心筋梗塞、脳梗塞などの脳血管障害になる

リスクを高めたりします。

【糖尿病を防ぐ生活習慣】～できることから実行してみましょう～

①肥満を解消する　適正体重（ｋｇ）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×２２

　体脂肪が増えると、血糖コントロールを悪くする原因となります。

　肥満の人は、適正体重、腹囲 (男性８５ｃｍ・女性９０ｃｍ未満 )を目標に減量しましょう。

②規則正しい時間に、３食均等に食べる

　１日３回の食事時間を決めて、食事と食事の間の時間が空きすぎないように注意しましょう。欠食など、

　むらのある食べ方は血糖コントロールを乱します。３食の量（カロリー）を均等に食べましょう。

③主食・主菜・副菜をそろえる…１日３食、いろいろな食品を組み合わせてバランスをとりましょう。

④お菓子や甘い飲料は控えめに…間食や甘い飲み物のとり過ぎは、カロリーのとりすぎにつながります。

⑤お酒は控えめに、週に２日は休肝日を…アルコールを習慣的に飲んでいる人がアルコールをやめると、

　血糖コントロールがよくなることが多いと言われています。

⑥運動習慣をつける…定期的な運動は、血糖値を下げるだけでなく、中性脂肪やコレステロールを減ら

　します。生活の中に適度な運動を取り入れ、それを習慣化させることが大切です。
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平
成
27
年
度

佐
野
市
奨
学
生
の
募
集

　

募
集
要
項
を
教
育
総
務
課
（
田

沼
庁
舎
本
館
２
階
）、
佐
野
総
合

窓
口
課
（
東
仮
庁
舎
事
務
棟
１

階
）、
葛
生
総
合
窓
口
課
で
11
月

４
日
（火）
か
ら
お
配
り
し
ま
す
。
要

項
を
ご
確
認
の
う
え
、
教
育
総
務

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間
＝
12
月
１
日
（月）
〜
平

成
27
年
１
月
16
日
（金）

▼
対
象
＝

①
高
等
学
校
（
高
等
専
門
学
校
お

よ
び
専
修
学
校
の
高
等
課
程
を
含

む
）、
大
学
（
短
期
大
学
及
お
よ

専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
含
む
）

に
在
学
、
ま
た
は
入
学
し
よ
う
と

す
る
方

②
申
請
の
日
に
お
い
て
、
保
護
者

が
佐
野
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有

す
る
方

③
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
な
方
で
修
学
意
欲
の
あ
る
方

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
を
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
方

⑤
こ
の
奨
学
金
に
類
す
る
他
の
学

資
の
給
与
を
受
け
て
い
な
い
方

⑥
保
護
者
が
市
税
を
完
納
し
て
い

る
方

▼
採
用
数
＝
45
人
以
内（
予
算
内
）

▼
貸
与
金
額
＝
金
額
は
１
万
円
単

催

物

し

位
で
選
択
で
き
ま
す

・
高
等
学
校
…
入
学
一
時
金
５
万

円
以
内
、
月
額
奨
学
金
２
万
円
以

内・
大
学
…
入
学
一
時
金
10
万
円
以

内
、
月
額
奨
学
金
５
万
円
以
内

▼
貸
与
期
間
＝
正
規
の
修
業
期
間

▼
返
還
方
法
＝
卒
業
後
１
年
据
え

置
き
で
、
貸
与
期
間
の
２
倍
に
相

当
す
る
期
間
内
で
返
還　

原
則
無

利
子　

■
問
合
せ
＝
教
育
総
務
課
☎
（６１）
１

１
７
１

「
雛
人
形
展
」の
展
示
品
募
集

　

平
成
27
年
２
月
７
日
（土）
〜
４
月

８
日
（水）
の
期
間
中
、
お
持
ち
の
雛

人
形
な
ど
を
葛
生
伝
承
館
で
展
示

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間
＝
１
月
16
日
（金）
ま
で

▼
対
象
＝
雛
人
形
な
ど
桃
の
節
句

に
関
す
る
も
の
を
お
持
ち
の
方
で

搬
入
、搬
出
が
可
能
な
方
（
搬
入
・

搬
出
が
難
し
い
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
）

※
展
示
終
了
後
、
返
却
し
ま
す

※
展
示
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
葛
生
伝
承
館
☎
（８４）
３

３
１
１

市
制
10
周
年
記
念
・
第
10
回

佐
野
市
民
駅
伝
競
走
大
会　

　

市
内
各
支
部
の
代
表
選
手
が
旧

葛
生
町
内
の
９
区
間
で
健
脚
を
競

い
ま
す
。
選
手

へ
の
ご
声
援
と

大
会
運
営
へ
の

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
９
日
（日）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
コ
ー
ス
＝
ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
森
沢

〜
か
み
や
ま
そ
ば
手
前（
折
り
返

し
）〜
葛
の
里
壱
番
館
前　

■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
☎
（２６）
０
０
６
５

両
毛
五
市

吟
詠
剣
詩
舞
交
流
大
会

　

両
毛
五
市
吟
詠
剣
詩
舞
協
議
会

と
佐
野
市
文
化
協
会
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

吟
詠
剣
詩
舞
は
、
漢
詩
や
短
歌

な
ど
を
声
高
ら
か
に
吟
詠
し
、
美

し
く
舞
う
も
の
で
格
調
高
い
演
技

が
み
ら
れ
ま
す（
入
場
無
料
）。

▼
日
時
＝
11
月
23
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分　

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
＝
文
化
振
興
課
☎
（６１）
１

１
６
４

佐
野
市
中
学
生
親
善

デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

　

佐
野
市
の
中
学
生
10
チ
ー
ム

38
人
に
よ
る
討
論
の
大
会
で
す
。

　

デ
ィ
ベ
ー
ト
は
ル
ー
ル
に
沿
っ

て
議
論
し
、
審
判
を
説
得
す
る
競

技
で
す（
入
場
無
料
）。

▼
日
時
＝
12
月
７
日
（日）
午
前
９
時

30
分
か
ら　

▼
会
場
＝
佐
野
短
期
大
学

▼
主
催
＝（
一
・
社
）佐
野
青
年
会

議
所

■
問
合
せ
＝
同
所
☎
（２２）
２
８
８
０

足
利
中
央
特
別
支
援
学
校

「
み
ど
り
祭
」

▼
日
時
・
内
容
＝
11
月
15
日
（土）
午

前
９
時
10
分
〜
午
後
２
時
10
分

（
小
学
部
…
ス
テ
ー
ジ
発
表
）
午

前
９
時
10
分
〜
正
午

（
中
学
部
・
高
等
部
…
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
・
模
擬
店
・
即
売
会
・
フ
ィ

ナ
ー
レ
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

２
時
10
分

▼
会
場
＝
同
校（
足
利
市
大
月
町
）

※
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
校
☎
０
２
８
４
（４１）

１
１
８
５

基準金利①新車および中古車購入資金
②車修理代金および車部品購入資金
③車検費用、免許取得費用
④信販会社・クレジット会社での車借入金返済資金

変動金利
平成２６年１０月１０日現在

最大割引後金利　　

◇当金庫では、お客さまの取引に応じ（最大１.２％割引）、適用金利を決定いたします。
◇ご契約時には保証料が別途必要になります。
◇詳しくは、最寄りの店舗窓口にお尋ねください。

主な使い道

さのしんカーライフプランさのしんカーライフプランさのしんカーライフプラン

年年2.02.02.000000%%%年2.00%年2.00%
年年年年　　　  %年　　　  %

栃木県・関東の高等学校駅伝競走大会を開催 ■問合せ＝事務局☎０２８（６８２）４５００
　広報さの１０月号でお知らせしましたが、１１月１日および２２日の土曜日に佐野市
運動公園周辺で開催され、交通規制が実施されます。ご協力をよろしくお願いします。
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

の
神
社　

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
100
円（
資
料
代
な
ど
）

▼
持
ち
物
＝
昼
食
、
雨
具
な
ど

■
申
込
＝
同
館
☎
（２２）
５
１
１
１

羽
子
板
に
絵
を
描
こ
う

▼
日
時
＝
12
月
７
日

（日）
午
後
１
時
〜
４
時

▼
会
場
＝
葛
生
地
区

公
民
館　

▼
定
員
＝
先
着
12
人

（
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

▼
費
用
＝
700
円（
材
料
費
）

■
申
込
＝
11
月
30
日
（日）
ま
で
に
、

葛
生
伝
承
館
☎
（８４）
３
３
１
１

11
月
の
茶
会

▼
日
時
＝
11
月
16
日
（日）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
万
葉
の
里
・
城
山
記
念

館　

▼
席
主
＝
大
橋
宗
加
さ
ん

（
茶
華
道
協
会
茶
道
部
・
裏
千
家
）

▼
茶
券
＝
500
円（
当
日
可
）

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２３）
０
７
２
８

佐
野
市
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
福
島
恒
久
・
戸
倉
秀
雄
作
品
展

　

葛
生
伝
承
館
の
フ
レ
ス
コ
画
を

制
作
す
る
画
家
の
作
品
展（
無
料
・

申
込
不
要
）。

▼
会
期
＝
11
月
29
日
（土）
〜
12
月
11

日
（木）
・
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
第
８
回
神
田
愛
山
独
演
会

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（土）

①
午
後
２
時
〜「（
友
情
美
談
）
葛

飾
北
斎
と
谷
文
晁
」、
②
午
後
５

時
30
分
〜「（
赤
穂
義
士
銘
々
伝
）

赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」

▼
定
員
＝
各
回
先
着
50
人
（
要
事

前
申
込
・
無
料
）
■
申
込
＝
文
化

振
興
課
☎
（６１）
１
１
６
４

市
民
活
動
講
演
会

「
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

地
域
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
28
日
（金）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館　

▼
講
師
＝
西
村
ミ
チ
江
さ
ん
（
日

立
市
塙
山
学
区
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
る
会
会
長
）

▼
定
員
＝
先
着
80
人（
無
料
）

■
問
合
せ
＝
市
民
活
動
促
進
課

☎
（２０）
３
８
１
２

食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る

講
演
会　

▼
日
時
＝
11
月
18
日
（火）
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
講
師
＝
橋
本
啓
さ
ん
（
宇
都
宮

大
学
農
学
部
教
授
）　

▼
定
員
＝
先
着
80
人（
無
料
）　

■
申
込
＝
11
月
14
日
（金）
ま
で
に
、

農
政
課
☎
（６１）
１
１
６
２

た
ん
ぽ
ぽ
作
品
展

　

佐
野
市
の
小
・
中
学
校
特
別
支

援
学
級
の
児
童
生
徒
に
よ
る
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
展
で
す（
入
場
無

料
）。

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（土）
・
７
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ　

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
特
別
支
援
教

育
研
究
会（
常
盤
小
学
校
）☎
（８５）
３

０
１
６

天
明
鋳
物
講
演
会

　

天
明
鋳
物
の
な
か
で
評
価
の
高

い
茶
の
湯
の
釜
に
つ
い
て
、
湯
釜

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
原
田
一

敏
さ
ん（
東
京
芸
術
大
学
教
授
）に

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
入
場

無
料
）。

▼
日
時
＝
11
月
８
日
（土）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

■
問
合
せ
＝
天
命
鋳
物
伝
承
保
存

会
☎
（２２）
６
６
２
３

市
制
10
周
年
記
念

い
ざ
図
書
館
！
バ
ス
で
旅
す

る「
鉢
木
」め
ぐ
り

▼
日
時
＝
11
月
13
日
（木）
午
後
１
時

〜
５
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市
立
図

書
館
・
願
成
寺（
鉢
木
町
）※
バ
ス

で
移
動
し
ま
す

▼
講
師
・
内
容
＝
梅
若
猶
彦
さ
ん

（
能
楽
師
観
世
流
シ
テ
方
）の
講
演

「
能（
鉢
木
）に
つ
い
て
」、
長
尾
宏

道
さ
ん（
願
成
寺
ご
住
職
）の
お
話

と
佐
野
源
左
衛
門
常
世
の
お
墓
見

学▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）

■
申
込
＝
11
月
１
日
（土）
よ
り
、
各

図
書
館
へ

佐
野
市
立
図
書
館
☎
（２２）
１
８
３
３

田
沼
館
☎
（６１）
１
１
３
６

葛
生
館
☎
（８６）
３
４
１
６

狛
犬
め
ぐ
り
第
３
弾
。「
佐
野

の
狛
犬
を
中
心
と
し
た
石
造

物
を
み
る
〜
パ
ー
ト
３
〜
」

　

狛
犬
め
ぐ
り
第
３
弾
。
市
内
の

狛
犬
と
小
山
・
古
河
の
狛
犬
を
比

較
し
ま
す
。
動
き
や
す
い
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（土）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時（
小
雨
決
行
）

▼
集
合
＝
郷
土
博
物
館　

▼
見
学
地
＝
市
内
と
小
山
・
古
河

ＴＥＬ ０２８４－２２－４５０５

相続・遺言書に関する相談は

弁護士法人

小沼総合法律事務所
弁護士  小沼正毅 　　弁護士  髙山雄介

栃木県弁護士会

栃木県足利市永楽町９－４  大協ビル２階
平日：９時～１８時  土曜日：９時～１２時  日祝休
URL：http://www.konumalawoffice.com

佐野市相生町２８１６

0283-24-9569

Yes, we teach living English!
秋期生受付中

さの校

あしかが校 足利市大月町３－２
アシコタウンあしかが内

0284-40-2189

２０年の信頼と実績 ノア外語学院 検索
http://www.noahjpn.com

訂正とお詫び　　　　　　　　　　　　　■問合せ＝農業委員会☎（６１）１１５１
　広報さの１０月号２０ページに掲載した農業委員会の電話番号に誤りがありました。正
しくは☎（６１）１１５１です。関係者の皆様にご迷惑おかけし、申し訳ございませんでした。
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第
１３
回
ＪＡ
佐
野
農
業
ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
８
日
（土）
・
９
日
（日）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場
＝
ＪＡ
佐
野
総
合
施
設
（
ア

グ
リ
タ
ウ
ン
東
）

▼
内
容
＝
地
元
農
産
物
の
販
売
、

抽
選
会
、
ち
び
っ
こ
広
場
な
ど

８
日
（土）
…
白
鷗
大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル

部
の
演
奏
、
浦
安
の
舞
な
ど

９
日
（日）
…
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
ー

ル
の
出
演
な
ど　

■
問
合
せ
＝
ＪＡ

佐
野
☎
（２４）
３
７
１
１

ジ
オ
ハ
イ
キ
ン
グ　

　

化
石
館
で
配
布
す
る
ジ
オ
サ
イ

ト
マ
ッ
プ
を
も
っ
て
、
お
散
歩
に

で
か
け
ま
せ
ん
か
？
化
石
館
周
辺

の
化
石
や
地
質
を
観
察
で
き
る
場

所
を
巡
り
ま
す
。

　

途
中
坂
道
も
あ
り
ま
す
。
歩
き

や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
小
学
生
以
下
は
保
護

者
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
30
日
（日）
午
前
９
時

〜
午
後
２
時

※
集
合
は
化
石
館
入
口
前　

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
100
円（
保
険
代
な
ど
）

■
申
込
＝
11
月
18
日
（火）
ま
で
に
、

同
館
☎
（８６）
３
３
３
２（
月
曜
休
館
）

第
32
回
中
央
公
民
館
ま
つ
り

　

書
道
・
絵
画
作
品
な
ど
の
展
示

や
、
大
正
琴
・
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の

芸
能
発
表
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝【
展
示
部
門
】11
月
15
日

（土）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
16
日

（日）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
芸
能
部
門
】
11
月
16
日
（日）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
５
７
７
１

一
青
窈 

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ

２
０
１
４
‐
２
０
１
５
〜
私

重
奏
〜

▼
日
時
＝
平
成
27
年
２
月
７
日
（土）

午
後
６
時
開
演（
５
時
30
分
開
場
） 

▼
会
場
＝
文
化
会
館 

▼
料
金
＝

（
全
席
指
定
）一
般
６
３
０
０
円 

※
３
歳
以
上
か
ら
必
要
。
３
歳
未

満
は
ひ
ざ
う
え
１
人
の
み
無
料
、

託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り 

▼
発
売
＝
一
般
11
月
８
日
（土）
午
前

10
時
よ
り
、
会
館
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

11
月
１
日
（土）
午
前
10
時
よ
り 

※
一
般
初
日
は
電
話
予
約
の
み
。

翌
９
日
（日）
よ
り
窓
口
販
売
開
始 

※
会
館
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
は
別
途
受

け
付
け
が
あ
り
ま
す 

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
７
２
１
１

新
そ
ば
ま
つ
り
を
開
催

　

市
内
各
地
で
新
そ
ば
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
ご
と
に
趣
向
が
凝
ら
さ
れ

た
お
祭
り
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

●
仙
波
地
区
新
そ
ば
ま
つ
り

　

そ
ば
を
召
し
上
が
っ
た
方
（
先

着
500
人
）
に
地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

１
合
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
９
日
（日）
午
前
10
時

〜
午
後
２
時　

▼
会
場
＝
高
齢
者

セ
ン
タ
ー（
仙
波
町
）

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー
☎
（８６）
２

９
１
８
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午

前
11
時
〜
午
後
２
時
）

●
根
古
屋
森
林
公
園
ま
つ
り

　

午
前
11
時
か
ら
先
着
200
人
に
ふ

る
ま
い
そ
ば
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
お
買
い
上
げ
金
額
ご
と
に
卵

や
新
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

（
先
着
順
）。
▼
日
時
＝
11
月
16
日

（日）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場
＝
同
公
園（
飛
駒
町
）

■
問
合
せ
＝
根
古
屋
亭
☎
（６６）
２
２

１
８
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
午
前

11
時
〜
午
後
３
時
）

●
憩
い
館
新
そ
ば
ま
つ
り

　

午
前
10
時
か
ら
先
着
300
人
に
ふ

る
ま
い
そ
ば
の
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
そ
ば
を
食
べ
た
方

に
く
じ
引
き
で
粗
品
を
進
呈
し
ま

す
。
▼
日
時
＝
11
月
23
日
（日）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
同
館（
下
彦
間
町
）　

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（６５）
０
１
５
３

（
土
・
日
曜
日
、祝
日
午
前
11
時
〜

午
後
３
時
）

●
そ
ば
処「
な
の
は
な
」新
そ
ば
ま

つ
り

　

３
日
間
先
着
10
人
に
「
も
り
そ

ば
」
を
半
額
で
提
供
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
22
日
（土）
〜
24
日

（
月
・
休
）午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場
＝
同
処
（
ア
グ
リ
タ
ウ
ン

内
・
植
下
町
）
■
問
合
せ
＝
同
処

☎
（２０）
１
１
８
８
（
水
曜
日
を
除
く

午
前
11
時
〜
午
後
２
時
30
分
）

●
菜
蟲
館
大
感
謝
祭

　

千
円
以
上
お
買
い
上
げ
の
方
に

新
米
３
合
を
先
着
200
人
に
贈
呈
し

ま
す
。
▼
日
時
＝
12
月
７
日
（日）
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
▼
会
場
＝
同

館（
柿
平
町
）
■
問
合
せ
＝
同
館

☎
（８７）
０
０
３
８
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

入試相談会期日

学業特待生入試　平成27年1月5日（月）実施

各実施日ともに午前 9時～午後 1時 30 分（事前の申し込みは不要です）
富田キャンパス：11月 3日 ( 月 )、23 日 ( 日 )、29 日 ( 土 )
本　　校　　舎：11月 9日 ( 日 )、22 日 ( 土 )、29 日 ( 土 )

新校舎完成予想図

新しいキャンパスへ生まれ変わる本校舎
　（教室棟・体育棟27年、プール棟28年1月竣工予定）

白鷗大学足利高等学校 〒326-0054　栃木県足利市伊勢南町 3-2　  電話  0284 (41)  0890　FAX  0284 (42) 3335
ホームページ　http://www.hakuoh.ed.jp　Ｅメール　nyushi@hakuoh.ed.jp

文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）指定校 制作：総合選択コース情報メディアエリア
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

第
16
回
葛
生
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン

ド
「
壱
番
館
で
え
〜
っ
級
ぐ

る
め
２
０
１
４
」

　

絶
品
の
グ
ル
メ
と
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
で
、
葛
の
里
壱
番
館
が
ワ
ン

ダ
ー
ラ
ン
ド
に
な
り
ま
す
。

※
開
催
日
当
日
は
吉
澤
記
念
美
術

館
の
入
館
が
無
料
に
な
り
ま
す

▼
日
時
＝
11
月
23
日
（日）
午
前
９
時

〜
午
後
３
時　

▼
会
場
＝
葛
の
里

壱
番
館
周
辺　

▼
主
催
＝
ま
ち

づ
く
り
葛
生
株
式
会
社

■
問
合
せ
＝
あ
そ
商
工
会
葛
生
支

所
☎
（８５）
２
５
３
９

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申

請
期
間
を
延
長
し
ま
し
た

　

10
月
10
日
ま
で
の
両
給
付
金
の

申
請
期
間
を
12
月
10
日
（水）
ま
で
延

長
し
、
お
受
け
し
ま
す
。

　

給
付
金
の
該
当
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
方
に
は
、
6
月
30
日
に
お

知
ら
せ
と
申
請
書
を
お
送
り
し
て

お
り
ま
す
。
申
請
が
お
済
で
な
い

方
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
■
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
課

☎
（２０）
３
０
３
０
、
こ
ど
も
課
☎

（２０）
３
０
２
３

TEL.

なんでもやります隊
遺品整理・引越し・買物代行・庭木の手入れ・
ハウスクリーニング・家具の移動、不用品片付け
など、その他どんな小さな事でも対応します。
一人で悩まずまずはご相談…佐野市民限定キャンペーン

ゴミはゼロよ
㈱YO企画   便利屋事業部
足利市通３丁目 足利織物会館内

クーポン券３０％オフ　１１月末まで

☎ 0120-538-064
古物商許可証第４３１３４００１８３７１号

３６５日２４時間
スピード対応

市制１０周年記念・吉澤記念美術館特別企画展

「おかえりなさい、伊藤若冲《菜蟲譜》光学調査・修理完了披露展」

　約２年間の解体修理を終えた国の重要文化財である伊藤

若冲の《菜蟲譜》。修理後初公開となる本展では、展示とと

もに修理の内容やその過程で分かった事柄を紹介します。

▲

会期＝１２月１４日（日）まで

　※会期中、場面替えを行います

　前半：１１月１日（土）～２１日（金）

　後半…１１月２２日（土）～１２月１４日（日）

▲

開館＝午前９時３０分～午後５時 　

▲

観覧料＝一般５１０円ほか　

　※本紙２７ページに２名までの「無料鑑賞券」があります。ぜひご利用ください

▲

休館日＝毎週月曜日（１１月３日（月・祝）、２４日（月・祝）は開館）、１１月４日（火）・２５日（火）

【作品鑑賞会】※当日の観覧券が必要になります

▲

日時＝１１月９日（日）・２２日（土）、１２月１４日（日）各日午後２時から

【特別企画展関連イベント】※ご参加の際は、事前に美術館へお申し込みください

●ジャズコンサート「我が愛はここに － Our love is here to stay －」

▲

日時＝１１月１６日（日）午後１時～　

▲

会場＝同館　

▲

出演＝AYURA with Gents

▲

定員＝先着５０人（無料）　
▲

主催＝まちづくり葛生株式会社、吉澤記念美術館

●オペラコンサート「伊藤若冲と西洋クラッシック音楽の出逢い～３００年の時空の旅」

▲

日時＝１１月２３日（日）午後１時～　

▲

会場＝同館　

▲

出演＝前坂美希さん（ソプラノ）ほか

▲

定員＝先着５０人（無料）　

▲

主催＝まちづくり葛生株式会社、吉澤記念美術館

伊藤若冲《菜蟲譜》（部分）当館蔵
画像提供：東京文化財研究所

■

申込・問合せ＝吉澤記念美術館☎（８６）２００８

お
知
ら
せ
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市
に
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方

を
ご
紹
介
し
ま
す

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で

に
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
寄
附
金
】

●
佐
野
市
社
会
福
祉
事
業
基
金
寄

附
金
…

椎
名
マ
サ
様（
天
神
町
）

佐
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

■
問
合
せ
＝
社
会
福
祉
課
☎
（２０）
３

０
２
０

【
物
品
の
ご
寄
附
】

●
桜
37
本
、
ツ
ツ
ジ
170
株
…

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

３
３
３-

Ｂ
地
区
様　

■
問
合
せ

＝
都
市
整
備
課
☎
（６１）
１
１
１
９

●
交
通
安
全
啓
発
用
の
梨
500
個
…

羽
田
梨
桃
直
売
組
合
様　

■
問
合

せ
＝
交
通
生
活
課
☎
（６１）
１
１
５
９

●
通
学
帽
34
個
…
石
睦
会
様

●
傘
199
本
…
足
利
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
業
者
会
様

●
レ
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
１
台
…

出
流
原
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
け
や
き
会
様

●
電
子
黒
板
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

２
セ
ッ
ト
…
秋
山
奨
学
会
様

■
問
合
せ
＝
教
育
総
務
課
☎
（６１）
１

１
７
１

●
地
球
儀
、
世
界
地
図
帳
…

天
海
ヒ
ロ
エ
様（
赤
見
町
）

■
問
合
せ
＝
郷
土
博
物
館
☎
（２２）
５

１
１
１

水と緑と万葉のまちづくり基金にご寄附いただいた方を
ご紹介します
　平成２６年７月から９月までに寄附をいただいた方をご紹介し

ます。　　　　　　　　

お名前 事業の指定

亀山雅之様（滋賀県大津市）

佐野ブランドキャラクターさのまるの
活動に関する事業

石崎裕敏様（大阪市）

㈲シライシ代表 
白石孝紀様（栃木市）

㈱アソシエグリーン
ファーム様（佐野市高山町）

神山奈緒様（東京都豊島区）

目黒直美様（羽生市）

永澤徳司様（東京都大田区）
その他まちづくりに関する事業

仲山章様（草加市）

落合英夫様（藤沢市）
自然環境との共生を図る事業／歴史又
は文化を活かした事業

匿名１２人
佐野ブランドキャラクターさのまるの
活動に関する事業／子育てを支援する
事業／歴史又は文化を活かした事業

　多大なるご寄附をしていただき、ありがとうご

ざいます。いただいたご寄附は、指定していただ

いた事業で活用させていただきます。　　　　　

■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００

平
成
２７
年
版
県
民
手
帳
を
販

売
し
ま
す

　

在
庫
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
期
間
＝
11
月
17
日
（月）
〜
平

成
27
年
１
月
30
日
（金）　

▼
販
売
場
所
＝
佐
野
総
合
窓
口
課

市
民
生
活
係
（
東
仮
庁
舎
事
務
棟

１
階
）、
田
沼
行
政
セ
ン
タ
ー
、

政
策
調
整
課
統
計
係
（
葛
生
あ
く

と
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

※
市
内
で
は
安
蘇
庁
舎
、
宮
脇
書

店
佐
野
店
、
タ
イ
ム
ク
リ
ッ
プ
佐

野
店
、
未
来
屋
書
店
佐
野
新
都
市

店
、
ベ
イ
シ
ア
マ
ー
ト
佐
野
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
カ
ン
セ
キ
佐
野

店
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー

ソ
ン
の
各
店
舗
で
販
売
す
る
予
定

で
す
▼
価
格
＝（
大
型
判
）500
円
、

（
ポ
ケ
ッ
ト
判
）400
円　

■
問
合
せ

＝
政
策
調
整
課
☎
（８６）
３
４
２
３

防
災
行
政
無
線
自
動
放
送
試

験
の
お
知
ら
せ

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（J-A
L
E
R
T

）
の
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
に
よ
り
、次
の
日
時
に
、

防
災
行
政
無
線
か
ら
自
動
放
送
さ

れ
ま
す
。

※J-A
L
E
R
T

と
は
、
緊
急
地
震

速
報
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど

今
月
の
納
税

　

11
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第

５
期
の
納
期
で
す
。

　

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

収
納
課
☎
（２０）
３
０

１
０

の
緊
急
情
報
を
、
人
工
衛
星
を
用

い
て
国
か
ら
送
信
し
て
防
災
行
政

無
線
な
ど
を
自
動
起
動
さ
せ
る
シ

ス
テ
ム
で
す　

▼
日
時
＝
11
月
28

日
（金）
午
前
11
時（
予
定
）▼
放
送
内

容
＝
上
り
チ
ャ
イ
ム
＋「
こ
れ
は

テ
ス
ト
で
す
」×
３
回
＋「
こ
ち
ら

は
防
災
さ
の
で
す
」＋
下
り
チ
ャ

イ
ム　

■
問
合
せ
＝
危
機
管
理
課

☎
（２０）
３
０
５
６

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

電
波
塔
の
建
設
に
つ
い
て

　

消
防
本
部
で
は
消
防
救
急
デ
ジ

タ
ル
無
線
設
備
等
整
備
の
た
め
、

唐
沢
山
に
電
波
塔
を
設
置
す
る
工

事
を
実
施
し
ま
す
。工
事
期
間
中
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
工
事
期
間
＝
11
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
10
日　

▼
工
事
箇
所
＝

唐
沢
山
の
東
京
農
工
大
学
演
習
林

敷
地
内　

■
問
合
せ
＝
消
防
本
部

通
信
指
令
課
☎
（２２）
４
４
３
３
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

【
事
業（
営
業
）所
得
の
方
】

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（金）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

【
事
業（
農
業
）
所
得
・
不
動
産
所

得
の
方
】

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（金）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

■
問
合
せ
＝
同
署
☎
（２２）
４
３
６
６

個
人
事
業
税
の
お
知
ら
せ

　

第
２
期
分
の
納
付
書
を
11
月
12

日
（水）
に
送
付
し
ま
す
。
納
期
限
は

12
月
１
日
（月）
で
す
。

■
問
合
せ
＝
安
足
県
税
事
務
所

☎
（２３）
１
４
５
８

ス
マ
ホ
用
ア
プ
リ
「
さ
の
ま

る
ピ
ク
チ
ャ
」
配
信
開
始

　

佐
野
商
工
会
議
所
で
は
「
さ
の

ま
る
」
と
一
緒
に
写
真
撮
影
が
で

き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ

さ
の
ま
る
ピ
ク
チ
ャ
の
配
信
を
始

め
ま
し
た
。
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
は
無
料
で
す
。

　

ア
プ
リ
で
は
撮
影
の
で
き
る
店

舗
が
表
示
さ
れ
、
市
内
36
店
舗
で

可
能
で
す
。
登
録
店
の
追
加
募
集

を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
会
議
所
☎
（２２）
５
５

１
１

税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
「
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕

事
」
で
す
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
「
中
学
生
の
税

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
」
を
、
11
月

４
日
（火）
〜
24
日
（月）
の
期
間
、
佐
野

駅
前
交
流
プ
ラ
ザ「
ぱ
る
ぽ
ー
と
」

で
展
示
す
る
ほ
か
、
安
蘇
庁
舎
、

商
工
会
議
所
で
展
示
し
ま
す
。
ま

た
、
12
日
（水）
〜
19
日
（水）
に
か
け
て

イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新
都
市
に
展

示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
■
問
合
せ
＝
佐
野
税
務
署

☎
（２２）
４
３
６
６

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
源
泉
所
得
税
の
年
末
調
整
説
明

会▼
日
時
＝
11
月
20
日
（木）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
文
化
会
館

●
青
色
申
告
決
算
説
明
会

▼
日
時
＝
12
月
３
日
（水）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

●
消
費
税
決
算
説
明
会

▼
日
時
＝
12
月
４
日
（木）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

●
白
色
申
告
決
算
説
明
会

佐野市の施策⑦　「都市ブランド③」　あなたも「シティプロモーション」の一員！　　　

　シティプロモーションとは、交流人口や定住人口の拡大を図るため、まちの魅力を発掘・創出し、

効果的に発信することです。佐野市には「さのまる」はもちろん、佐野らーめん、いもフライ、佐野厄

よけ大師などといった知名度の高い「魅力」が数多くあります。これらを全国にＰＲしていくうえで、

市民の皆さん一人ひとりの何気ない行動が、大きな宣伝効果を生み出していることがあります。 

●例えば、こんなことも「プロモーション（宣伝活動）」です！　

★市外にお住まいの方（友人・親戚など）へ、佐野市の特産品やさのまるグッズをプ

　レゼントする→市外の人々に佐野市の魅力を知ってもらうきっかけとなります。

★ブログやＳＮＳ（ツイッター・フェイスブックなど）で佐野市の風景やさのまるの

　写真を掲載する→ブログやＳＮＳは多くの皆さんが閲覧します。佐野市やさのま

　るについて興味を持ってもらうきっかけになるかもしれません。これも有効な「プ

　ロモーション」といえます。

皆さんも、佐野市のシティプロモーションの一員として、積極的な佐野市のＰＲをお願いします！ 

■

問合せ＝都市ブランド推進室☎（２０）３０４７

期 日
旅行代金

平成26年12月1日（月）～2日（火）
￥３８,８００　

1泊2日

御座敷列車で行く御座敷列車で行く御座敷列車で行く御座敷列車で行く

上岡トラベル ☎0282－62－4607

熱海温泉
ホテルニューアカオ

熱海温泉
ホテルニューアカオ

熱海温泉
ホテルニューアカオ

熱海温泉
ホテルニューアカオ
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自
動
交
付
機
の
停
止

　

11
月
15
日
（土）
は
、
市
役
所
の
停

電
の
た
め
、
印
鑑
登
録
証
明
書
・

住
民
票
発
行
の
自
動
交
付
機
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
佐
野
総
合
窓
口
課

☎
（２０）
３
０
１
６

多
重
債
務
者
な
ど
の
心
の

健
康
無
料
相
談
会

　

多
重
債
務
な
ど
の
経
済
問
題
に

関
す
る
法
律
相
談
と
心
の
健
康
相

談
を
同
時
に
実
施
し
ま
す
。
ひ
と

り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
21
日
（金）
午
後
１
時

〜
３
時　

▼
会
場
＝
安
足
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー（
足
利
市
）

▼
定
員
＝
先
着
４
人（
要
予
約
・
無

料
）　

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
４
（４１）
５
８
９
５

多
重
債
務
者
相
談

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

県
で
は
11
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
と
し
、
県
弁
護
士
会
、
県
司

法
書
士
会
と
多
重
債
務
の
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す（
要
予
約
）。

▼
日
時
＝
11
月
28
日
（金）
午
後
１
時

〜
５
時　

▼
会
場
＝
足
利
庁
舎　

▼
申
込
＝
足
利
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
４
（７３）
１
２
１
１　

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
８（
６
２
３
）

３
２
４
４

最
低
賃
金
の
改
正

　

栃
木
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日

か
ら
１
時
間
733
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内

の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
、

一
般
労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
、臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
も

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
の
産
業
に
は
、
特

定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
栃
木
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
８（
６
３
４
）９
１
０
９

中
小
企
業
季
節
資
金
（
年
末

資
金
）
融
資

▼
対
象
＝
県
内
で
１
年
以
上
事
業

所
を
有
し
、
営
業
を
行
っ
て
い
る

中
小
企
業
お
よ
び
事
業
協
同
組
合

の
方　

▼
資
金
使
途
＝
商
品
仕
入

れ
、
ボ
ー
ナ
ス
の
支
払
い
な
ど
の

季
節
的
な
運
転
資
金　

▼
融
資
額
＝
企
業
１
千
万
円
以

内
、
団
体
１
億
円
以
内　

▼
利
率
＝
年
2.0
％
以
内
（
詳
細
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
）　

▼
融
資
期
間
＝
11
月
4
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日　

▼
申
込
＝
12
月

30
日
ま
で
に
、
県
内
に
本
店
を
有

す
る
銀
行
、
信
用
金
庫
お
よ
び
信

用
組
合
の
県
内
営
業
店　

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
経
営
支
援
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
８
１

ま
た
は
取
り
扱
い
金
融
機
関

１１
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す　

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
よ

う「
労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）」の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
て

い
な
い
事
業
主
の
方
は
、
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業

安
定
所
で
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
栃
木

労
働
基
準
監
督
署
☎
０
２
８
２
（２４）

７
７
６
６
、
佐
野
公
共
職
業
安
定

所
☎
（２２）
６
２
６
０

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集　

▼
科
目
・
定
員
＝
機
械
加
工
科
５

人
、
板
金
溶
接
科
５
人

※
随
時
見
学
可

▼
訓
練
期
間
＝
平
成
27
年
１
月
６

日
（火）
〜
６
月
23
日
（火）（
６
カ
月
間
）

▼
一
次
募
集
＝
11
月
４
日
（火）
〜
21

日
（金）
（
選
考
日
11
月
28
日
（金）
）

▼
二
次
募
集
＝
12
月
５
日
（金）
〜
17

日
（水）
（
選
考
日
12
月
25
日
（木）
）

※
１
次
試
験
の
結
果
に
よ
り
２
次

募
集
を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り

▼
費
用
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、

作
業
衣
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

■
申
込
＝
県
南
産
業
技
術
専
門
校

☎
０
２
８
４
（９１）
０
８
０
３
（
求
職

登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
）

浄
化
槽
の
工
事
契
約
に

ご
注
意
を
！

　
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」設
置
工
事

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
が
最
近
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
設
置
工
事
の
勧
誘
を
受

け
た
場
合
は
そ
の
場
で
契
約
せ

ず
、
ご
家
族
や
親
族
と
相
談
を
し

た
り
、
他
の
業
者
２
〜
３
社
か
ら

見
積
り
を
取
り
、
金
額
を
比
較
し

て
か
ら
検
討
す
る
な
ど
、
慎
重
な

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
事
業
計
画

区
域
と
農
業
集
落
排
水
処
理
区
域

で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置

費
補
助
金
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
環
境
政
策
課
☎
（６１）

１
１
５
５
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（６１）
１
１
６
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

　

料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
大
橋
シ
ル
バ
ー

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
、
田
沼
・
葛
生
の

連
絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す
。

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（水）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　

▼
会
場
＝
同
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ　

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン

タ
ー
☎
（２３）
７
７
６
５

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11

月
17
日
（月）
〜
23
日
（日）
の
１
週
間
を

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
女

性
の
人
権
問
題
を
め
ぐ
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
▼
開
設
日
時
＝

11
月
17
日
（月）
〜
23
日
（日）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
７
時
（
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

▼
連
絡
先
＝
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎
（２７）
２
３
５
４
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平
成
27
年
佐
野
市
成
人
式

　

対
象
者
に
は
12
月
上
旬
に
ご

案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
佐
野
市

に
住
民
登
録
が
な
い
方
で
佐
野
市

成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
12
月
５
日
（金）
ま
で
に
生

涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
▼
日
時
＝
平
成
27
年
１
月
11

日
（日）
午
前
９
時
50
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
文
化
会
館
・
田
沼
中
央

公
民
館
・
葛
生
あ
く
と
プ
ラ
ザ

▼
送
付
対
象
＝
平
成
26
年
10
月
１

日
の
時
点
で
佐
野
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
該
当
の
年
齢
の
方

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（６１）
１
１
７
４

１１
月
は
全
国
青
少
年
健
全
育

成
強
調
月
間
で
す　

　

栃
木
県
で
は
、
子
ど
も
を
育
む

た
め
の
大
人
の
基
本
理
念
や
行
動

指
針
と
し
て
、
平
成
22
年
２
月
に

「
と
ち
ぎ
の
子
ど
も
育
成
憲
章
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
憲
章
は
、
子
ど
も
た
ち
を

健
全
に
育
て
て
い
く
た
め
に
、
大

人
が
具
体
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を

分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
や

希
望
を
持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま
し

く
成
長
す
る
た
め
に
、
大
人
が
積

極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
関
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

☎
（６１）
１
１
７
５

ご
存
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　

犯
罪
な
ど
の
被
害
に
遭
い
、
警

察
署
や
検
察
庁
に
訴
え
た
も
の

の
、
そ
の
処
分
に
不
満
の
あ
る
方

は
、
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
が

あ
る
方
の
中
か
ら『
く
じ
』で
選
ば

れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、
検

察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た

こ
と
の
当
否
を
審
査
し
ま
す
。

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん

■
問
合
せ
＝
足
利
検
察
審
査
会
事

務
局
☎
０
２
８
４
（４１）
３
１
０
６

ご
存
じ
で
す
か
？

警
察
に
よ
る「
被
害
者
支
援
」

　

警
察
で
は
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
給
付
制
度

　

殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

に
よ
る
ご
遺
族
、
重
大
な
負
傷
ま

た
は
後
遺
障
害
が
残
っ
た
被
害
者

の
方
な
ど
不
慮
の
被
害
を
受
け
た

方
々
に
対
し
、
給
付
金
が
支
給
さ

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

消費生活センターからのお知らせ

点検商法にご注意！！

　「点検に来ました」「無料で点検します」などと、

業者が訪問したことはありませんか？「今すぐ修

理が必要だ」と不安にさせて、必要のない商品や

サービスを契約させる、悪質な「点検商法」の業者

がいます。下記に気をつけて、対処してください。

・無料との言葉にだまされない

・知らない業者の訪問は気をつける

・日頃から修理の業者を決めておく

・必要の無いものはきっぱりと断る

　困った時はご相談ください。

■問合せ＝消費生活センター（田沼庁舎本館１階）

☎（６１）１１６１　※平日午前９時～午後４時

消費者ホットライン☎０５７０（０６４）３７０

※土・日曜日、祝日の午前１０時～午後５時

クリーン推進課からのお知らせ

「みかもエコ・ライブラリー」をご利用ください

　みかもクリーンセンター１階

に、ごみとして捨てられた本や

市内の家庭から寄贈された本を

配架しており、一人１０冊まで

無料で持ち帰ることができま

す。

　これは「もったいない」の心で本のリユース（再

利用）を行うことにより、ごみの減量化と資源の

有効利用を図ろうとするものです。

　読み終えた本、子どもの成長と共に読まなくなっ

た絵本などの寄贈をお待ちしています。

　読書の秋を楽しむ１冊を選ぶのに、ぜひご利用

ください。

■問合せ＝クリーン推進課☎（２３）８１５３

れ
る
も
の
で
す
。

●
被
害
者
連
絡
制
度
・
再
被
害
防

止
制
度

　

警
察
か
ら
一
定
の
対
象
犯
罪
に

遭
わ
れ
た
方
々
へ
捜
査
状
況
な
ど

を
連
絡
す
る
も
の
で
す
。
加
害
者

か
ら
再
度
被
害
を
受
け
る
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
は
、
防
犯
指
導
や
警

戒
措
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
制
度

　

犯
罪
被
害
が
原
因
と
な
っ
て
、

不
安
や
悩
み
な
ど
を
抱
え
て
い
る

被
害
者
な
ど
に
対
し
、
精
神
的
被

害
の
回
復
・
軽
減
を
図
る
た
め
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

■
問
合
せ
＝
佐
野
警
察
署
☎
（２４）
０

１
１
０

※
公
益
社
団
法
人
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
と
ち
ぎ
☎
０
２
８（
６
４
３
）

３
９
４
０
で
も
、
電
話
相
談
・
面

接
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

○
特
殊（
電
話
利
用
）詐
欺
に
ご
注

意
を
！　

　

被
害
が
続
い
て
い
ま
す
。
怪
し

い
電
話
が
あ
っ
た
際
は
必
ず
家
族

に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
す
ぐ
に

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

「
息
子
で
も　

会
え
な
き
ゃ
渡
す

な　

振
り
込
む
な
」
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習
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
講
習
を
分
割

す
る
場
合
、
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講

習
を
事
前
に
受
講
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
佐
野
市
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.city.sano.lg.jp/119

■
問
合
せ
＝
救
急
指
導
課
☎
（２３）
９

３
８
３

男
の
厨
房

初
心
者
そ
ば
打
ち
講
座

　

新
そ
ば
を
使
っ

て
、
そ
ば
打
ち
に

挑
戦
し
ま
せ
ん

か
。

▼
日
時
＝
11
月
22
日
（土）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分　

▼
会
場
＝
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー（
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
）

▼
対
象
＝
男
性

※
ご
夫
婦
で
も
参
加
で
き
ま
す

▼
定
員
＝
先
着
12
組

▼
費
用
＝
一
組
700
円（
材
料
費
）　

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

タ
オ
ル

■
申
込
＝
11
月
17
日
（月）
ま
で
に
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
☎
（２７）

２
３
５
４

１１
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決

す
べ
き
問
題
で
す
。

　

虐
待
と
は
、
身
体
的
虐
待（
な

ぐ
る
、
け
る
、
外
に
閉
め
出
す
な

ど
）、性
的
虐
待
（
性
的
行
為
の
強

要
な
ど
）、
心
理
的
虐
待
（
無
視

す
る
、
子
ど
も
に
暴
力
・
暴
行
を

見
せ
る
な
ど
）、
ネ
グ
レ
ク
ト（
保

護
の
怠
慢
、養
育
の
放
棄
・
拒
否
な

ど
）の
４
つ
の
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

子
ど
も
が
い
た
ら
」「
ご
自
身
が

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
ら
」「
子

育
て
に
悩
む
親
が
い
た
ら
」
迷
わ

ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先
＝
児
童
相
談
所
全
国

共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０

（
０
６
４
）０
０
０
、
児
童
虐
待
緊

急
ダ
イ
ヤ
ル
（
夜
間
、
土
・
日
曜

日
・
祝
日
）
☎
０
２
８（
６
６
５
）

３
６
７
７
、
佐
野
市
児
童
虐
待

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
（２１）
６
７
７
２

子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る

悩
み
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

家
庭
児
童
相
談
室
で
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

講

座

■
問
合
せ
＝
同
室
☎
（２０）
３
０
０
２

小
型
わ
な
講
習
会

　

ハ
ク
ビ
シ
ン
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
の
被
害
防
止
の
た
め
、
捕
獲
許

可
の
制
度
や
小
型
わ
な
の
取
り
扱

い
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
を
受
け
る
と
、
わ
な
猟
免

許
が
な
く
て
も
許
可
を
受
け
た
う

え
で
、
自
宅
以
外
で
の
ハ
ク
ビ
シ

ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
受
講
し
、
有

害
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（土）
午
前
10
時

〜
正
午　

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
定
員
＝
先
着
20
人（
無
料
）　

■
申
込
＝
11
月
28
日
（金）
ま
で
に
、

県
南
環
境
森
林
事
務
所
☎
（２３）
１
４

４
１

狩
猟
事
故
防
止
の
た
め
に

　

11
月
１
日
か
ら
翌
年
２
月
末
日

ま
で「
狩
猟
期
間
」で
す
。

　

山
林
に
入
る
方
は
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

①
オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
の
明
る
い
色

の
目
立
つ
服
装
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
（
白
い
帽
子
や
タ
オ
ル
な
ど

は
シ
カ
に
間
違
え
ら
れ
や
す
い
色

で
す
）。

②
鈴
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

③
銃
声
が
聞
こ
え
た
ら
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
林
道
な
ど
に
複
数
の
車
両
が
止

ま
っ
て
い
る
と
き
は
、
近
く
で
狩

猟
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑤「
わ
な
」設
置
の
看
板（
標
札
）な

ど
が
あ
る
場
所
へ
は
近
寄
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
＝
農
山

村
振
興
課
☎
（６１）
１
１
６
３

「
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
に
よ

る
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習

　

11
月
１
日
よ
り
「
応
急
手
当
Ｗ

Ｅ
Ｂ
講
習（
ｅ
‐
ラ
ー
ニ
ン
グ
）」

を
活
用
し
た
救
命
講
習
を
開
始
し

ま
し
た
。
ご
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
応
急

手
当
の
基
礎
知
識
を
、
映
像
を
通

じ
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

受
講
後
、
受
講
証
明
書
が
発
行

さ
れ
、
普
通
救
命
講
習
の
分
割
に

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
応
急
手
当
講
習
の
分
割

　

長
時
間
の
講
習
受
講
が
困
難
と

い
う
場
合
、普
通
救
命
講
習
で
は
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
２
分
割
し
、
講

エ
コ
・
ク
ッ
キ
ン
グ

　

旬
の
食
材
を
無
駄
な
く
使
い
、

同
時
調
理
で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
お

い
し
く
地
球
に
や
さ
し
い
エ
コ
料

理
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
①
11
月
28
日
（金）
、
②
12

月
19
日
（金）
各
日
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分　

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
＝
各
回
16
人　

▼
費
用
＝
各
回
千
円
（
食
材
費
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
（２３）

８
１
５
３

エ
コ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り　

　

廃
食
用
油
か
ら
カ
ラ
フ
ル
な

キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（土）
午
前
９
時

30
分
〜
正
午　

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
＝
先
着
25
人
（
小

学
生
以
上
）　

▼
費
用
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝

必
須
…
ジ
ャ
ム
な
ど
の
小
ビ
ン

（
１
人
５
個
程
度
）

任
意
…
廃
食
用
油
（
賞
味
期
限
切

れ
の
も
の
を
含
む
）、
い
ら
な
く

な
っ
た
ク
レ
ヨ
ン

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課
☎
（２３）

８
１
５
３
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の
講
座

「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
！！
災
害
か
ら
身
を
守
る
」

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（木）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

▼
会
場
＝
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
（
パ
レ
ッ

ト
プ
ラ
ザ
さ
の
）
▼
定
員
＝
先
着

30
人（
無
料
）▼
主
催
＝
男
女
共
同

参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
の
（
栃
木

県
消
費
者
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
佐
野

支
部
）
■
申
込
＝
人
権
・
男
女
共

同
参
画
課
☎
（２７）
２
３
５
４

や
さ
し
い
日
本
語
基
礎
講
座

　

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
つ
「
や
さ
し
い
日

本
語
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
23
日
（日）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央

公
民
館　

▼
講
師
＝
根
本
愛
子
さ

ん（
国
際
基
督
教
大
学
特
任
講
師
）

▼
定
員
＝
先
着
25
人（
無
料
）

■
申
込
＝
11
月
14
日
（金）
ま
で
に
、

国
際
交
流
協
会
☎
（２４）
４
４
４
７

中
国
茶
文
化
講
座

　

中
国
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
中
国

茶
の
お
話
を
聞
き
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
＝
11
月
30
日
（日）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館　

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

「
手
作
り
焼
肉
の
た
れ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
」

▼
日
時
＝
11
月
26
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館　

▼
講
師
＝
佐
野
市
消
費
者
友
の
会

会
員　

▼
定
員
＝
先
着
35
人　

▼
費
用
＝
500
円（
材
料
費
）　

▼
持
ち
物
＝
1.5
リ
ッ
ト
ル
の
空

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
洗
浄
し
乾
燥
さ

せ
た
も
の
）、
エ
プ
ロ
ン
、
頭
お

お
い
、
マ
ス
ク　

■
申
込
＝
交
通

生
活
課
☎
（６１）
１
１
５
９

佐
野
市
中
央
公
民
館

中
央
趣
味
講
座

▼
会
場
＝
同
館

■
問
合
せ
＝
同
館
☎
（２４）
５
７
７
１

●
シ
ュ
ガ
ー
ア
ー
ト
（
角
砂
糖
の

ア
イ
シ
ン
グ
）
と
紅
茶
の
入
れ
方

教
室　

▼
日
時
＝
12
月
３
日
（水）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▼
講
師
＝
山
中
桂
子
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝

600
円（
材
料
費
）　

▼
申
込
＝
11
月

６
日
（木）
〜
21
日
（金）
の
間
に
、
代
金

を
添
え
て
、
直
接
同
館
へ

●
し
め
縄
作
り
教
室

▼
日
時
＝
12
月
24
日
（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
講
師
＝
津
布
久
捨
三
郎
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
200
円（
材
料
費
）　

▼
申
込
＝
11
月
６
日
（木）
〜
28
日
（金）

の
間
に
、
代
金
を
添
え
て
、
直
接

同
館
へ

田
沼
中
央
公
民
館
趣
味
の
講

座
「
燻
製
料
理
教
室
〜
手
作

り
ベ
ー
コ
ン
を
中
心
に
〜
」

▼
日
時
＝
12
月
４
日
（木）
、
19
日

（金）
、
22
日
（月）
の
全
３
回
。
各
日
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
会
場
＝
同
館　

▼
講
師
＝
星
野
秋
男
さ
ん（
自
然

調
理
家
）　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
全
２
千
円
程
度（
食
材

料
代
な
ど
）

▼
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
布
巾
、

軍
手　

■
申
込
＝
11
月
６
日
（木）
以

降
、
同
館
☎
（６１）
１
１
３
５

犬
伏
地
区
公
民
館
市
民
講
座

「
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（木）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
会
場
＝
同
館　

▼
奏
者
＝
津
久
井
亮
子
さ
ん　

▼
曲
目
＝
華
麗
な
る
円
舞
曲

（
シ
ョ
パ
ン
）ほ
か　

▼
定
員
＝
先
着
100
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎
（２３）
８
１
３
７

▼
講
師
＝
宮
森
勝
市
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
30
人（
無
料
）

■
申
込
＝
11
月
21
日
（金）
ま
で
に
、

国
際
交
流
協
会
☎
（２４）
４
４
４
７

楽
習
講
師
企
画
講
座

　

申
込
は
、
生
涯
学
習
課
☎
（６１）
１

１
７
４
へ

●
知
っ
て
お
き
た
い
相
続
・
遺
言

セ
ミ
ナ
ー

　

今
の
う
ち
か
ら
備
え
て
お
き
た

い
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

▼
日
時
＝
①
11
月
20
日
（木）
、
②
12

月
９
日
（火）
各
回
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分　

▼
会
場
＝
城
北
地
区

公
民
館　

▼
講
師
＝
行
政
書
士
グ

ル
ー
プ
か
た
く
り　

▼
定
員
＝
各
回
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
500
円（
資
料
代
）

●
エ
ア
ロ
＆
ア
ル
フ
ァ
ビ
ク
ス

　

初
心
者
向
け
エ
ア
ロ
と
、
ゴ
ム

バ
ン
ド
を
使
っ
た
ヨ
ガ
風
エ
ク

サ
・
ア
ル
フ
ァ
ビ
ク
ス
の
２
講
座

で
す
。
▼
日
時
＝
11
月
４
日
〜
12

月
２
日
の
毎
週
火
曜
日（
全
５
回
）

午
後
７
時
20
分
〜
９
時
20
分

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
対
象
＝
20
歳
以
上
の
方

▼
講
師
＝
武
馬
由
美
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
20
人　

▼
費
用
＝
１
回
千
円（
資
料
代
）　

▼
持
ち
物
＝
運
動
で
き
る
服
装
、

靴
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

●
マ
マ
友
作
り
も
出
来
る
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会

　

マ
マ
活
の
１
歩
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？　

▼
日
時
＝
11
月
18
日
・

25
日
の
火
曜
日（
全
２
回
）午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
会
場
＝

城
北
地
区
公
民
館　

▼
対
象
＝
２

か
月
〜
ハ
イ
ハ
イ
く
ら
い
ま
で
の

親
子　

▼
講
師
＝
柏
倉
美
香
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
10
組

▼
費
用
＝
全
千
円（
オ
イ
ル
代
）

▼
持
ち
物
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤

ち
ゃ
ん
の
水
分（
母
乳
な
ど
）

お
せ
ち
料
理
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う

　

伊
達
巻
、
山
芋
き
ん
と
ん
、
な

ま
す
、
雑
煮
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
10
日
（水）
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
１
時
30
分　

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
佐
野
市
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
協
議
会
会
員

▼
定
員
＝
先
着
30
人　

▼
費
用
＝

300
円（
材
料
費
な
ど
）▼
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
、
頭
お
お
い
、
ふ
き
ん

■
申
込
＝
11
月
17
日
（月）
ま
で
に
、

農
政
課
☎
（６１）
１
１
６
２
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小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

▼
日
時
＝
11
月
30
日
、
12
月
７
・

21
・
28
日
の
日
曜
日（
全
４
回
）午

前
９
時
〜
正
午　

▼
会
場
＝
石
塚
町
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
石
塚
町
561
番
地
、
セ
ー
ブ
オ

ン
佐
野
日
大
南
店
東
側
）

▼
対
象
＝
小
学
１
年
生
〜
５
年
生

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
全
500
円　

▼
申
込
＝
11
月
４
日
（火）
以
降
、
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間
に
、
費

用
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
立
市
推
進

課
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
運
動

公
園
管
理
事
務
所
）、
ま
た
は
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま（
月
曜
休
館
）へ　

■
問
合
せ
＝
同
課
☎
（２６）
０
０
６
５

葛
生
地
区
公
民
館
市
民
教
養

講
座
『
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
』

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

癒
し
の
音
楽
、
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー

プ
の
音
色
に
包
ま
れ
優
し
い
ひ
と

時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（金）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時　

▼
会
場
＝
同
館　

▼
講
師
＝
吉
澤
惠
子
さ
ん
（
日
本

ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
振
興
会
公
認
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
50
人（
無
料
）

■
申
込
＝
同
館
☎
（８６）
３
４
１
４

常
盤
地
区
公
民
館
市
民
教
養

講
座
「
人
生
を
豊
か
に
す
る

彩
り
」

　

生
活
の
中
に「
色
」を
意
識
し
て

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
今
後
の
人

生
を
よ
り
豊
か
に
し
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
11
月
27
日
（木）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
会
場
＝
同
館

▼
講
師
＝
柏
倉
美
香
さ
ん　

▼
定
員
＝
先
着
40
人（
無
料
）　

■
申
込
＝
同
館
☎
（８５）
３
６
５
７

東
京
農
工
大
学
地
域
連
携
事

業「
木
の
実
で
玩
具
つ
く
り
」

　

森
の
木
は
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
で

花
を
咲
か
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
を

つ
け
ま
す
。
植
物
の
知
恵
を
観
察

し
、
木
の
実
を
使
っ
た
玩
具
を
作

り
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
７
日
（日）
午
前
９
時

〜
正
午　

▼
会
場
＝
Ｆ
Ｍ
唐
沢
山

※
旧
田
沼
高
校
駐
車
場
へ
集
合

▼
対
象
＝
小
学
生
３
年
生
〜
６
年

生
の
親
子

▼
講
師
＝
渡
辺
直
明
さ
ん
、
熊
倉

充
さ
ん
、
森
の
派
出
所
の
学
生
の

皆
さ
ん（
東
京
農
工
大
学
）

▼
定
員
＝
先
着
30
人　

▼
費
用
＝
50
円（
保
険
代
）

■
申
込
＝
11
月
28
日
（金）
ま
で
に
、

環
境
政
策
課
☎
（６１）
１
１
５
５

平成２６年度後期「青年講座」　たくさんの若者が集まり、楽しく講座を行っています。

▲

日時＝１２月１日（月）から随時開催　

▲

対象＝１８～４５歳位までの方　

▲

会場＝界地区公民館など

▲

費用＝下記受講料のほか、年会費１，０００円　

▲

申込＝１１月４日（火）～１４日（金）の午後７時～９時（土・日曜日を除く）に受講料を添えて、界地区公民館へ

■

問合せ＝青年講座企画グループ会長　宮澤慎治☎０８０（５１８４）５３６２（平日午後７時～９時）
　http://happinesssano.web.fc2.com/

講座名 曜日 時間 回数 受講料 定員

ダンスエアロ 月 午後８時～９時 １３回 ３，５００円 ２０人

書道 (写経入門） 月 午後７時３０分～９時 １３回 ３，５００円 １０人

書道 火 午後７時３０分～９時 １３回 ３，５００円 １０人

ＺＵＭＢＡ 火 午後７時２０分～８時２０分 １３回 ３，０００円 ４０人

ヨガ 火 午後８時３０分～９時３０分 １３回 ３，０００円 ３０人

フラダンス 火 午後７時３０分～９時 １３回 ３，０００円 ３０人

料理　 火 午後７時～９時 ７回 ５，０００円 １０人

エアロビクス 水 午後７時２０分～８時２０分 １３回 ３，０００円 ３０人

ボクササイズ 水 午後８時３０分～９時３０分 １３回 ３，０００円 ４０人

バドミントン 木 午後８時～１０時 １３回 ３，０００円 １６人

マットサイエンス 木 午後７時２０分～８時２０分 １３回 ３，０００円 ２０人

エアロビクス 木 午後８時３０分～９時３０分 １３回 ３，０００円 ２０人

パン作り 木 午後７時～９時３０分 ４回 ３，０００円 １０人

お菓子作り 木 午後７時～９時 ７回 ５，０００円 １０人

ゴルフ 金
①午後６時３０分～８時

②午後８時～９時３０分
１３回 １４，０００円 各１６人
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▼会期＝１１月２３日（日）まで

★１１月３日（祝・月）から「開館１０周年記念ポス

トカード」を来館者にプレゼントします。

（先着５００人・おひとり１セット）

★開館１０周年を記念し作成した図録「人間国宝田

村耕一陶芸館全作品集」を販売中です。

市制１０周年・開館１０周年記念
「佐野市所蔵名品展」開催中

「おかえりなさい、伊藤若冲《菜蟲譜》光学調査・修理
完了披露展」無料観覧券

　２名まで無料でご覧いただけます。
　こちらのページを美術館へお持ちくだ
さい。

▼有効期限＝１１月１日～１２月１４日
　

無料

無料

　歌舞伎十八番でおなじみ「勧進

帳」の弁慶や、「仮名手本忠臣蔵」

の五段目に登場する定九郎など、

歌舞伎を題材とした押絵羽子板を

展示しています。

▼会期＝平成２７年

１月２９日（木）まで

▼開館＝

午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　

▼休館日＝

毎週月曜日（１１月

３日・２４日は開館）、

１１月４日・２５日（火）

■人間国宝田村耕一陶芸館☎（２２）０３１１
（まちなか活性化ビル「佐野未来館」１階）

皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

■葛生化石館☎（８６）３３３２

　本館の代表的所蔵品であり、国指定の重要文化財

である伊藤若冲の《菜蟲譜》を展示します。また同時

に本館所蔵の江戸時代の絵画、板谷波山などの近代

陶芸作品も展示します。ぜひ、ご来館いただき、葛

生の地で、芸術・文化の秋を満喫してください。

※会期など詳細は本紙１９ページをご確認ください

「羽子板展」を開催中

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

臨時休館のお知らせ

　空調設備改修工事のため、下記

の期間、臨時休館します。

▼臨時休館の期間＝

１１月１０日（月）～ １２月５日（金）

※１１月１６日（日）、２３日（日）、

３０日（日）の「石材の印作り（てん

刻）講座」、および１１月１２日（水）

～２１日（金）の市内小学校による

博物館利用学習は実施します

【常設展】（無料）

１１月９日（日）まで開館

▼開館＝午前９時～午後５時

▼休館日＝毎週月曜日（１１月３日

は開館）、１１月４日（火）、上記期間

　栃木県内のいろんな化石が大集

合！木の葉石、鬼怒川のクジラな

どが知られて

いますが、そ

の他にも意外

な発見もある

かも！？ぜひ

ご覧ください。

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料　 ▼休館日＝毎週

月曜日（１１月３日・２４日は開館）、

１１月４日・２５日（火）

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

市制１０周年記念・吉澤記念美術館特別企画展
「おかえりなさい、伊藤若冲《菜蟲譜》光学調査・
修理完了披露展」

■郷土博物館☎（２２）５１１１

レイクサイド佐野情報
　１１月４日（火）から平成２７年３月末日までの予約受

付を開始します。また、１２月３０日（火）から１月３日

（土）の空室についても受け付けします。

▼休館日＝１１月１９日（水）・２０日（木）、１２月２５日

（木）・２６日（金）、１月５日（月）～８日（木）、３月１６日（月）～

１８日（水）※１０月・２月は無休。変更になる場合あり

▼受付＝平日午前８時３０分～午後５時１５分

■申込・問合せ＝☎（６１）１１２６

▼無料送迎バス出発日 ★お楽しみバス運行日

１１月
１泊用 ９日（日）・１７日（月）・２７日（木）
２泊用 ６日（木）・１２日（水）★

１２月
１泊用 ２日（火）
冬期バス １０日（水）～２３日（火・祝）

1月
１泊用 １４日（水）
冬期バス １９日（月）～３１日（土）

２月 冬期バス １日（日）～２８日（土）

３月
冬期バス １日（日）～１４日（土）
１泊用 ３０日（月）

弁慶

企画展「茶陶への挑戦　田村耕一茶碗展」

▼会期＝１１月２８日（金）～平成２７年３月１５日（日）

　田村の伝統に裏うちされた熟練の技に加え、未来を

見つめた新鮮な造形力をもって制作された茶陶の世界

をお楽しみください。

▼開館＝午前９時～午後５時　 ▼入館料＝無料

▼休館日＝１１月２４日（月）～２７日（木）

オオトオキナエビス
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ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

１１月１０日（月）・くずう・保健師「感染症について」

１１月２０日（木）・たぬま・保健師「予防接種について」

※その他にも「英語であそぼう」、誕生会など

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

子育て教室　

▼内容＝工作や歌、折り紙やリズム体操など

▼日程＝南児童館：毎週月曜日、東児童館：毎週

木曜日、西児童館：毎週火曜日（０～１歳向け）・

毎週金曜日（１～３歳向け）、田沼児童館：毎週月

曜日　※各館とも午前１０時３０分から

☆詳しい内容は直接各館へお問い合わせください

母親クラブの会員を募集しています！
　「母親クラブ」とは、子育て世代のお母さんた

ちが、楽しみながら交流活動をするサークルです。

詳しくはお問い合わせください。

▼内容＝育児エクササイズ、館内遊び＆ママトー

ク、お誕生会、季節の行事など　

▼費用＝年会費３００円（そのほか、活動内容に

より実費負担があります）

児童館情報

　事前申込不要です。直接会場にお越しください。
【両教室の共通事項】

▼会場＝屋外工作教室　

▼対象＝小学生や就学前の児童を持つ親と子　

▼定員＝先着２０人　 ▼費用＝１００円（材料費）

不思議な風船！アートバルーン遊び教室
　レクインストラクターの指導

のもと風船を使って、いろいろ

なものを作りましょう！

▼日時＝１１月３０日（日）

　　　　午後２時～３時

楽しいおりがみ遊び教室
　動物やいろいろなキャラクターなど、さまざま

なものを折って遊びましょう !

▼日時＝１２月１４日（日）午後２～３時

こどもの国情報

▼休館日＝毎月第 3土曜日と翌日の日曜日、国民

の祝日、年末年始　■問合せ＝南児童館☎（２３）

２５２５、東児童館☎（２１）１６６８、西児童館

☎（２５）２４５２、田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、第２木曜日（祝日の場合

はその翌日）、年末年始

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

（１コース目）妊娠中期以降の方

（２コース目）妊娠後期の方

１１月１０日（月）

１２月８日（月）午前９時～９時１０分

※１１時４５分まで
佐野市保健センター

１１月２２日（土）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳までのお子さんと保護者

１１月１７日（月）午前１０時～１０時

３０分

佐野市保健センター

１１月１９日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０★１１月１０日（月）～１２月９日（月）の予定

☆詳しくは、市ホームページ、または直接お問い合わせください

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時

　※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　１１月１１日（火）午前１０時３０分～ 

　「ハッピーマジックショー」

○親子教室「秋の自然物にふれてあそぼう」

　１１月１９日（水）午前１０時３０分～ 

○誕生会：１１月２８日（金）午前１０時３０分～

○看護師の相談日：１１月２１日（金）午前１０時～正午
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各種相談ガイド  １１月１０日（月）～１２月９日（月）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問い合わせ先

育児相談

１１月１２日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０１１月２５日（火）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
１１月２６日（水）午後１時３０分～精神科医
１２月４日（木）午後１時３０分～心理士

佐野市保健センター

【予】精神保健福祉相談 １１月２１日（金）午後１時３０分～ 安足健康福祉センター
（足利市真砂町１- １）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

消費生活相談

月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（田沼庁舎本館１階）

消費生活センター
☎（６１）１１６１

１１月２６日（水）午前９時３０分～１１時３０分 男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課　
☎（２７）２３５４

平常相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 交通生活課 
（田沼庁舎本館１階）

交通生活課
☎（６１）１１５９

【予】弁護士無料法律相談

１１月１１日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１１月４日（火）午前９時～

万葉の里城山記念館
交通生活課
☎（６１）１１５９１１月１８日（火）午後１時３０分～３時３０分

※予約受付は１１月４日（火）午前９時～
田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
　女性家庭・行政相談・
　宅地建物相談

１１月１４日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター
交通生活課
☎（６１）１１５９１１月１９日（水）午後１時３０分～４時

※宅地建物相談はありません
田沼中央公民館

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 教育センター 
（田沼中央公民館１階）

教育センター
☎（６２）１１３１

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時 少年指導センター 
（田沼庁舎本館２階） 少年指導センター

☎（６１）１１７５
青少年に関する巡回相談 １１月２０日（木）午前１０時～午後３時 田沼中央公民館

☎（６１）１１３５

児童福祉・女性相談・母子・
父子家庭・寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室 
（東仮庁舎事務棟２階）

家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談
会（託児サービスあり）

１１月２１日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）

人権・男女共同参画課
☎（２７）２３５４

【予】女性のためのカウ
ンセリング相談

１１月２０日（木）・１２月４日（木）
午前１０時～１１時５０分

女性相談 １１月２７日（木）午前９時３０分～午後４時

困りごと・人権相談
１１月２０日（木）午後１時３０分～４時 
※受け付けは午後３時まで

外国人特設相談 

（ポルトガル語通訳あり）
１１月２６日（水）午後２時～４時

国際交流協会（男女共同
参画推進センター内）

国際交流協会
☎（２４）４４４７
交通生活課
☎（６１）１１５９

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

１１月２５日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館 隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのあ
る方の相談支援 月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分 障がい者相談支援セン

ターみどり
障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の
相談支援 月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの 相談支援事業所さの

☎（２１）６８１１
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　１０月１１日、佐野市制１０周年記念式典が文化

会館で開催され、市関係者や来賓など約１，２００

人が出席し、節目の年を祝いました。

　式典では、栃木県選出の国会議員や、県議、県内

や両毛地域の市町の首長、議会議長などの皆さん

にお越しいただき、親善都市である滋賀県彦根市

の大久保貴市長や彦根市のキャラクター「ひこにゃ

ん」も駆けつけてくださいました。

　岡部市長は式辞の中で、合併後の１０年を振り返

り「この１０年で佐野市の礎を築けたと確信して

います。今後さらなる発展・飛躍を遂げられるよう、

北関東の新中核都市を目指し取り組んでいきます」

などと話しました。

　式典の中では、昨年創設された田中正造記念賞

の表彰状授与が行われ、佐野市制１０周年記念特

別賞が「ＮＰＯ地域づくり工房（長野県大町市）」に、

佐野市長賞が「峠の照花園（佐野市）」に、奨励賞が

「猪苗代湖の自然を守る会（福島県猪苗代町）」と「わ

たらせ未来基金（古河市）」に贈られました。

　また、「さのまる」の指揮による市歌斉唱が行わ

れ、万歳三唱をもって式が締めくくられました。

佐野市訪英団を派遣
　野城副市長を

団長とした佐野

市訪英団が、９

月２４日～２９

日の期間、英国

ロンドンを訪れ

ました。

　訪英団は英国クリケットの聖地 ｢ローズクリ

ケットグラウンド｣ などを訪問し、クリケット関

係者との友好を深めたほか、日本スポーツ振興セ

ンターロンドン事務所を訪問して、オリンピック

などのキャンプ地誘致への協力を要請しました。

　野城副市長は ｢行く先々で歓迎していただき、

英国日本人会の方々など、現地の関係者には大変

お世話になりました。各所で佐野市のＰＲができ

たいへん有意義な訪問でした｣ と振り返りました。

　１１月には岡部市長を団長とした訪米団が、姉

妹都市ランカスター市などを訪れます。

市制１０周年記念式典を開催

　９月から鉄骨工事が始まり、敷地の北側から順

次、鉄骨建方が進んでいます。年末には、庁舎の

全体像がわかるようになる見通しです。

■問合せ＝新庁舎建設課☎（２０）３０５８

田
中
正
造
記
念
賞
の
受
賞
者
の
方
々

新庁舎建設工事の進捗状況
「鉄骨建方が進んでいます」

10
月
10
日
、
新
庁
舎
南
側
か
ら
撮
影
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　１０月９日、韓国で行

われた仁川アジア大会に

出場した本市在住の選手

たちからの結果報告会が、

市長公室で行われました。

　アジア大会に出場した

のは ｢レスリング・グレ

コローマン９８キロ級｣

に斎川哲克さん（堀米町）、｢女子クリケット｣に宮

地静香さん（天神町）、坂本千尋さん（奈良渕町）の

３選手。

　斎川選手は初戦で敗れるも、敗者復活戦から勝

ち上がり、銅メダルを獲得。｢内容・結果ともに

全く満足できないが、メダルを持って帰れたこと

は良かった｣ と報告しました。

　 女子クリケットはメダルを目指していたもの

の、準々決勝で中国に敗退。宮地・坂本両選手は

｢とにかく悔しかった。足りないものが自覚出来

た大会だったので、次の大会で活かしたい｣ と話

していました。

よ
う
こ
そ
佐
野
市
へ

「
ま
ち
の
駅 

お
も
て
な
し

テ
ン
ト
」

　観光客や地域の皆さんに、休憩と交流の場を提

供し、活動している「まちの駅ネットワークさの」

は、１０月５日、ねんりんピックの会場に「おも

てなしテント」を建てました。冷たい雨の降るこ

の日、温かい昆布茶や、甘酒のようなお神酒飴、

甘い梅干しを選手の皆さんに振る舞いました。

　全国から集まった方々は「おいしい」と笑顔で

答えられ、試合の合間に、まちの駅の皆さんと故

郷や佐野市の話を楽しみました。こうした「おも

てなし」は、ねんりんピックの嬉しい思い出の一

つとなって、故郷へ帰られた選手の心に残ること

でしょう。（市民記者 吉井貴子）

仁川アジア大会の結果報告会

　１０月５日、田沼グリー

ンスポーツセンターで ｢ね

んりんピック栃木２０１４

ゲートボール交流大会｣ が

開催されました。

　ねんりんピック栃木

２０１４では、県内各市町

において ｢スポーツ交流大

会｣ ｢ふれあいスポーツ交

流大会｣ ｢文化交流大会｣ など、全２４種目が行

われました。佐野市では、ゲートボール交流大会

を開催され、全国から約１，８００人もの選手・

役員が集まりました。

　台風の影響で、２日間開催予定のところ、初日

のみの開催となってしまいましたが、朝から冷た

い雨が降り続く中、参加者たちは雨にも負けない

熱いプレーを見せてくれました。また、運営スタッ

フも ｢いもフライ｣ や温かい飲み物などを配った

りと、精いっぱいのおもてなしで選手をバック

アップしました。

ねんりんピック栃木２０１４

　１０月１９日、佐野市総合防災訓練が田沼グ

リーンスポーツセンターで開催され、警察や両毛

地域の各消防本部、各町会の自主防災組織や企業

など４８団体、６００人の訓練参加者で実施され、

約１，５００人の方が訓練を見守りました。

　訓練は地震による大規模災害が発生したことを

想定し実施され、災害対策本部の設置や情報収集

訓練、避難所の設置や、ガス・水道・電気・通信

などの復旧訓練、消火・救出訓練などが行われま

した。

　災害はいつ起こるかわかりません。皆さんも、

事前に３日分の食料・飲料水を備蓄しておくなど、

災害への備えをよろしくお願いします。

佐野市総合防災訓練



　

　広報さの９月号でお知らせした中国・香港に続き、さのまるは海外で活躍しています。

　９月２７日には、イギリス・ロンドンで開催された

「ジャパン祭り２０１４」へ参加しました。「ジャパン

祭り２０１４」は、日系コミュニティ最大のイベント

で、今年の来場者は約７万人。会場を訪れた多くの方に、

佐野市のＰＲをすることができました。

　１１月３日からは、アメリカ・ランカスター市を訪

問します。佐野市とランカスター市が姉妹都市締結を

して今年で２０周年を記念しての渡米。さのまるのア

メリカでの様子は、次号でお知らせします！

【さのまるの家休業】１１月４日(火) 、１２月１日(月)

■

問合せ＝都市ブランド推進室☎（２７）３０１２

さのまる海外遠征！香港に続き、イギリスやアメリカへ

広
報
さ
の　
■
平
成
２６
年
１１
月
号

■
編
集　
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URLhttp://www.city.sano.lg.jp/　携帯端末 http://www.city.sano.lg.jp/mobile/

●出生　６７人　●死亡１２８人

●婚姻　３３組　●離婚　２５組

●転入２３０人　●転出２２０人

人口の動き（９月分）

 ●人口    １２２，１４１人（－５１）　●世帯４９，７３０戸（＋５８）

　　男　６０，２０２人（ー２０）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，９３９人（－３１）

人口と世帯数（１０月１日現在）

遠藤貴・りんさん（小見町）岩田徹・真那美さん（赤見町）

美
み れ い

玲ちゃん 平成２５年６月生

※住民基本台帳より（外国人住民を含む）

中山友秀・由希絵さん（高萩町）

羽
は る

琉ちゃん 平成２６年２月生咲
さ き

姫ちゃん 平成２５年４月生

髙尾昌志・久恵さん（町谷町）

平成２５年９月生知
と も き

輝ちゃん

英国ロンドンでのステージ

佐野市訪米団結団式

市制１０周年記念　特別展を開催中！
・開館１０周年記念 人間国宝田村耕一陶芸館「佐野市所蔵名品展」（１１月２３日（日）まで）
　佐野市で所蔵する人間国宝・田村耕一の作品の中から３０点の名品を展示しています（入場無料）。

　詳しくは本紙２７ページをご確認ください。

・吉澤記念美術館「おかえりなさい、伊藤若冲≪菜蟲譜≫光学調査・修理完了披露展」

（前期：１１月２１日（金）まで、後期：１１月２２日（土）～１２月１４日（日）まで）
　国の重要文化財である伊藤若冲の菜蟲譜を展示します。詳しくは本紙１９・２７ページをご確認ください。


